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 はじめに
　この冊子は、文化庁の「文化遺産を生かした観光振興・地域活性化事業」の取り組みの一つとして、大阪府伝統文化保護団体連絡会が平成２３年度に府内の国指定、府指定天然記念物（植物）を確認し、その概要をまとめたものです。
　現在、大阪府内で国指定及び府指定の天然記念物となっている植物は、国指定４件、府指定７８件の計８２件に及びます。このうち実に8１件が樹木であり、その多くが大阪府を代表する巨樹巨木あるいは大阪府の自然環境を示す貴重な植物群落として指定されています。また残る1件は草ですが、これは現在の栽培種が失った古い性質を現代に伝える希少種として指定されています。いずれも学術上貴重な植物であり、わが国あるいは大阪府の自然を記念するものとしてきわめて重要なものであると言えます。
　しかし、忘れてはならないことは、所有者及び地域の人々が、長い年月にわたり畏敬をもって大切に守り育ててきたからこそ、これらの植物が天然記念物として指定され、保護されたということでしょう。早くより都市化の進んだ大阪府において、これほど多くの天然記念物が残っているのは、先人のたゆまぬ努力のおかげであり、人間社会と自然の調和を象徴するものとして、その価値は計り知れません。
　今回の取り組みがきっかけとなって、より多くの方々に天然記念物への関心をお持ちいただき、ひいては文化財保護への思いを強めていただくことになれば幸いです。
　なお、このたびの天然記念物の調査並びに本冊子作成にあたりましては、所有者のみなさまをはじめ、地元市町村教育委員会、諸先生方に大変お世話になりました。ここに厚く御礼を申し上げます。
　　平成２４年３月
　　　　　　　　　　　　　　　大阪府伝統文化保護団体連絡会会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府教育委員会事務局文化財保護課長　野口雅昭
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本書の見方
１　本書は大阪府内に所在する天然記念物（樹木）のうち国指定４件、府指定７８件を紹介するものです。
２　各指定樹木は、樹種ごとに整理しました。掲載する順番は利便性を重視し、樹種の五十音順としました。
３　樹種名はカタカナで統一しました。
４　本書では樹木の大きな分類について、多くの人に馴染みのある広葉樹、針葉樹の分類を採用しました。
第1章　樹木の見方
１　樹木を知ろう
　近所の公園や神社、お寺の境内に行くと、見上げるような大木や、美しい花が咲いた樹木に出会うことがあります。そうした時にふと「これは何の木かな？」と思うことはありませんか。
　樹木には「広葉樹」と「針葉樹」の区別があることや、秋から冬になると葉が落ちる「落葉樹」と、一年を通して葉が付いたままの「常緑樹」があることをご存知の方は多いでしょう。ところが樹木の名前となると、よく見かける樹木であっても知らないことが多いものです。図鑑を開いても何を手がかりに調べたらいいのか、途方にくれることが少なくありません。
　そこで第1章では、樹木を見分ける手がかりとして、（１）全体の形、（２）高さ、（３）木肌、（４）葉、の四つのポイントをとりあげてます。自分で樹木の名前がわかるようになると、樹木との出会いがもっと楽しくなりますよ。
２　見分けのポイント
（１）全体の形
　少し離れたところから、樹木全体を眺めてみましょう。街路樹のようにひんぱんに剪定されると樹木の形は変わってしまいますが、自然に成長した樹木は、その種類によってある程度決まった形をしています。
　この形を大きく分類すると、①円形、②楕円形、③卵形、④三角形、⑤逆三角形、⑥不整買形（幹や枝が曲がり形が整っていないもの）に整理できます。
　一般的に円形、楕円形、卵形のものは広葉樹に多い形であり、三角形は針葉樹に多い形です。また逆三角形のものはサルスベリやソテツなど、不整形は枝が垂れるシダレザクラやヤナギ、幹や枝が曲がったマツなどを例に挙げることができます。
　このほか特殊なものとして他の樹木などにからんで伸びる「つる性樹木」もあります。４～５月に美しい花を咲かせるフジがよく知られています。
（２）高さ
　樹木は年々成長します。成長の度合いは、生えている場所の環境や気候に左右されますが、樹種によって成長できる大きさはだいたい決まっていますから、樹木の名前を調べる際に、高さは手がかりのひとつになります。
　樹木はその高さによって、大きく①高木、②小高木、③低木に分類されます。はっきり決まった基準はありませんので、ここでは８ｍ以上を高木、３～８ｍを小高木、３ｍ以下を低木としておきます。例を挙げると、高木にはアカガシ、クスノキ、ケヤキ、シイ、モチノキ、スギ、ヒノキ、マキ、カヤ、イチョウなどがあります。小高木には、カクレミノ、ギンモクセイ、モミジなどが、低木にはツツジ、サツキなどがあります。
（３）木肌
　樹木の木肌を見ると、なめらかなものから、ごつごつしたものまであります。ここでは①なめらか、②横の筋が入るもの、③縦の筋が入るもの、④あみの目に筋が入るもの、⑤樹皮がはがれるもの、に分類します。
　なめらかなものには、カクレミノ、クロガネモチ、ツバキなどがあります。横の筋が入るものには、ソメイヨシノなどのサクラ類やケヤキなどがあります。この横の筋は、皮目（ひもく）といって、通気孔のような組織が並んだものです。縦の筋が入る樹木はたくさんあります。浅い筋のようなものから、深い亀裂のようなものまで、さまざまです。針葉樹の多くも縦の筋が入りますが、広葉樹とはだいぶ印象が異なり、皮が細く裂けてささくれたようなものが多いのが特徴です。あみの目状に筋が入るものには、マツやカキ、ハナミズキなどがあります。樹皮がはがれるものには、部分的にはがれるケヤキやムク、ナギなどのほか、全体的にはがれるサルスベリなどがあります。
　このように木肌は樹木を調べる手がかりになりますが、人間が年をとると皺が増えるように、樹木も成長するにつれて木肌の様子が変ることがあります。天然記念物に指定されているような巨樹巨木は、樹齢数百年に及ぶものですから、同種の若木の樹皮と比べると大きく異なることがあるので注意が必要です。
（４）葉
　樹木の特徴を最も見分けやすいのが葉です。
　ポイントとして、ａ　葉の付き方、ｂ　葉の形、ｃ　葉の縁の形、ｄ　葉の色と厚さ、をとりあげます。
[広葉樹]
ａ　葉の付き方
①
左右一枚づつ交互に付くもの（互生）、②左右二枚一対に付くもの（対生）、③三枚以上が一ヶ所に付くもの（輪生）、④短い枝の先端に葉が束になって付くもの（束生）、の四種類があります。最も一般的なのは互生ですので、調べたい樹木が対生、輪生、束生であれば、候補をかなり絞ることができます。なお例として対生はカツラ、ギンモクセイ、モミジなど、輪生はキョウチクトウやヤマツツジなど、束生はイチョウなどがあります。
ｂ　葉の形
　まず葉の大きい分類として、①単葉と②複葉の2種類があります。
　単葉は一枚の葉身からなるもので、いわば普通の葉です。切れ込みのあるものと、切れ込みのないものに大きく区別することができます。切れ込みのあるものでは、モミジやヤツデがよく知られています。またクワやオヒョウの葉にも、特徴的な切れ込みがあります。
　これに対して複葉とは、一見すると枝から伸びた何枚もの葉のように見えるもの（ひとつひとつを小葉といいます）が、実は全体で一枚の葉である、というものです。複葉には小葉が羽のように並んだもの（羽状）と、小葉が手のひらのように並ぶもの（掌状）があります。羽のようにならぶものにはサイカチやモクゲンジなどがあり、手のひらのように並ぶものにはトチノキなどがあります。
ｃ　縁の形
　単葉の葉の縁に注目すると、①鋸歯と呼ばれるぎざぎざがあるもの（鋸歯縁）と②ぎざぎさのないもの（全縁）、があります。鋸歯は、その大きさや形などから樹種を見分ける際の手がかりになります。
ｄ　葉の色と厚さ
　葉には、濃い緑色で分厚いものと、黄緑色で薄いものがあります。おおむね前者は常緑樹であり、後者は落葉樹であると区別できます。
　
[針葉樹]
　針葉樹の葉は、細い針のようなもの（針状葉）と、魚の鱗（うろこ）が重なったようなもの（鱗状葉）があります。針状葉には、マツやマキ、カヤなどが、鱗状葉にはヒノキやビャクシンなどがあります。また特殊なものとして、ナギのように、一見広葉樹かと見まがう幅広の葉をもつものもあります。
３　まとめ
　樹木を覚えるには、屋外に出て、じっくり観察するのが一番です。四季の移ろいを感じながら、楽しんでいただきたいと思います。
　なお、本章で紹介した樹木の見方をもとに、現在指定されている国、府指定天然記念物を一覧表にして5-6ページに掲載しています。実際に天然記念物指定樹木を見るときや、身近な公園樹木、街路樹などの観察の際の参考になれば幸いです。
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	円形
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	縦筋
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第２章　大阪府の天然記念物
　本章では大阪府内の天然記念物（植物）８２件（大阪府指定文化財７８件、国指定文化財４件を紹介します。各樹木についてはカナ順に以下のページに並んでいます。
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データの見方
番号・名称
本冊子における通し番号と指定名称
樹高・幹周り・他
文化財指定時における樹木の各部の寸法。
神社・寺院などにある樹木を見にいかれる時は、敷地内への立ち入りの際に配慮願います。個人宅の場合は地元市町村教育委員会にご相談ください。
交通
公共交通機関を利用した交通手段を紹介しています。便数の少ない路線がありますので、事前にダイヤを確認することをお勧めします。
イチョウ
　現生のイチョウは１属１種で中国が原産地ですが、中生代（2億5千万年前〜6千5百万年前）に最も栄えた裸子植物のグループ唯一の生き残りで、「生きた化石」の一つとして植物学上重要な種です。化石になったイチョウは日本でも発見されています。一度絶滅し、再び日本に持ち込まれたのは11世紀以降と言われていますが、はっきりしたことはわかりません。
　イチョウには雄木と雌木がありますが、大きな特徴として雌株に入った花粉から直接受精するのではなく、そこでいったん精子が生成されて受精するというきわめて珍しい生態を持っているということです。種子植物であるイチョウにも精子があるということは、1896年、東京帝国大学の平瀬作五郎によって発見されました。
　さらにイチョウが他の樹と大きく違う特徴として、幹や枝から垂れ下がった「乳」と呼ばれる気根があります。樹齢300年を超えるものに出現するようです。この乳イチョウには乳のでない母親が、乳がでるように祈りに来るという信仰が各地で見られます。
　イチョウは大きいものでは高さ30〜40ｍ、直径５mほどの巨樹に育ちます。寺社に多く植えられており、並木にもよく利用されます。秋の黄葉はあざやかで、落葉も風情があり、落ち葉を踏んでの散策や銀杏拾いは秋の風物詩にもなっています。
　また黄葉したイチョウの落葉する様を読んだ与謝野晶子の「金色のちひさき鳥のかたちして銀杏散るなり夕日の岡に」は有名です。
　イチョウは大阪府の府樹に、八尾市、泉佐野市の市樹になっています。
　銀杏は食用に、材は均質で水に強いため家具や高級まな板などに利用されます。
　葉や実にアレルギー成分を含むため、かぶれや中毒症状を起こすことがある一方、薬効成分も認められており、漢方では葉が咳を鎮める薬として、ドイツでは葉から抽出したエキスが認知症の改善薬として認められています。
１ 難宗寺(なんしゅうじ)のいちょう
樹  高：２５ｍ　　　 幹周り：４．７ｍ    
樹  齢:４００年 　　指定年：昭和５０年３月３１日
所在地:守口市竜田通５－２
交  通:京阪本線｢守口市｣駅下車、北東へ徒歩４００ｍ
　難宗寺境内の山門脇にあります。樹高は２５ｍを超え、枝張りが幹より南へ約15ｍ、北へ約13ｍ張り出し、周囲の建込んだ建物に覆いかぶさるような形で広く高く伸びています。
２ 倉垣天満宮(くらがきてんまんぐう)のいちょう
樹　  高：１８m      幹周り：８ｍ   
樹    齢：不明　　　指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：能勢町大字倉垣９８９
交　 通：能勢電鉄｢妙見口｣駅から、阪急バス奥田橋・能勢町 
              　宿野方面行き｢歌垣山登山口｣下車、北東へ徒歩150ｍ
　国道脇にある鳥居をくぐり、石段を登ること数分。顔を上げた瞬間に眼に飛び込んでくる重厚で凛々しいその姿に感動すら覚えます。天正12（1584）年にすでに巨樹であったとの伝承が残っており、それが正しければこの樹の樹齢は400年を超えています。
３ 光明寺(こうみょうじ)のいちょう
樹　高：１４ｍ　　幹周り：３．９ｍ　　
樹　齢：４００年　指定年：平成１２年２月８日
所在地：箕面市西小路２-１７０
交　通：阪急箕面線｢牧落｣駅から、北へ徒歩８００ｍ
光明寺に向かうには、集落の屋根の上からすっくと伸びたこの樹が目標になります。樹に近づくと、幹には乳（気根）が多数垂れ下がり、この樹が生きてきた悠久の時を感じさせます。
４ 乾邸(いぬいてい)のいちょう
樹　高：２５ｍ　　　幹周り：４．１ｍ　　
樹　齢：２００年　　指定年：昭和５１年３月３１日
所在地：茨木市安威２丁目７－１４
交　通：阪急｢茨木市｣駅から、阪急バス｢桑原橋｣方面
　　　　行き｢塚原口｣下車、西へ徒歩３００ｍ
　個人宅のイチョウとしては府内随一の巨樹です。枝が剪定されているため横には広がらず、空に向かってまっすぐ伸びています。集落一番の高木として知られています。
５ 白山神社(はくさんじんじゃ)のいちょう
樹　高：２１ｍ　　幹周り：４．５ｍ
樹　齢：不明　　　指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：大阪市城東区中浜２丁目３
交　通：地下鉄中央線｢緑橋｣駅下車、北西へ徒歩８００ｍ
　参拝に来た人たちは祭神に手あわせ、この大樹にも手を合わせます。樹勢は旺盛で、豊かに葉が生い茂っていますが、雄株であるため銀杏は実りません。
　かつては平野川の堤防上に多くの樹木が繁茂し社叢を構成していましたが、現在はこのイチョウだけがその面影を残しています。
６ 旭神社(あさひじんじゃ)のいちょう
樹　 高：２０ｍ　 　　幹周り：２．５ｍ　　
樹　 齢：４００年　　指定年：昭和５６年６月１日
所在地：大阪市平野区加美正覚寺１丁目１７-３０
交   通：JR大和路線｢平野｣駅下車、東へ徒歩７００ｍ
　拝殿の前にあって大きな存在感をみせるイチョウです。別々に育ってきた三本の樹がいつの頃からか寄り添い、融合して一本の樹となって時を重ねています。
７ 流谷八幡神社(ながれたにはちまんじんじゃ)のいちょう
樹　高：３０ｍ　　　幹周り：５．５ｍ　　
樹　齢：４００年　　指定年：平成元年３月１日
所在地：河内長野市天見２２１１
交　通：南海高野線｢天見｣駅下車、南西へ徒歩９００ｍ
　流谷川左岸の斜面で全身に陽の光を浴びて育っています。地上に露出した根は力強い生命の源を感じさせます。
８ 自然居士(じねんこじ)のいちょう
樹　高：１６ｍ　　　幹周り：３．８ｍ　
樹　齢：４５０年　　指定年：昭和56年６月１日
所在地：阪南市自然田１６８０
交　通：南海本線｢尾崎｣駅から、南海ウイングバス
　　　　｢尾崎駅前循環｣行き｢中村｣下車、南へ徒歩１００ｍ
　このイチョウ１本だけが立っているその場所は、この孤高の樹を敬うための聖域のようです。落ち葉舞い散る秋、根元は綺麗に清掃され、ご神木として地元の人たちに大切にされていることを思わせます。
９ 金乗寺(きんじょうじ)のいちょう
樹　高：２０ｍ　　　幹周り：３．３ｍ　
樹　齢：５００年　　指定年:昭和５９年５月１日
所在地：岬町深日７３３
交　通：南海多奈川線｢深日町｣下車、北へ徒歩６００ｍ
　「金乗寺ってどこですか？」と訊ねても地元の人にはピンとこないようですが、「大きなイチョウの樹どこですか。」と訊ねると「御坊さんの樹のことか。」と教えてくれます。誰もが幾度となく訪ねた親しみのある巨樹なのでしょう。
イブキ
　ビャクシン（イブキ）は本州、四国、九州と中国中部、朝鮮半島に分布するヒノキ科ビャクシン属の針葉樹で、高木になるカイヅカイブキやミヤマビャクシン、地を這うように生育するハイビャクシンなどの品種があります。普通葉は尖っておらず、枝に密生しますが、先祖帰りと考えられる尖った葉が出ることもあります。樹皮は赤褐色で、縦に薄く裂ける性質があり、海岸の岩場などに生育したものは大木になると幹がねじれたようになります。まっすぐ育ったものでもかなり凹凸のある幹になり、風情があることから庭木として植えられることも多い木です。カイヅカイブキは貝塚市の木に指定されています。
　ミヤマビャクシンは別名シンパクともいい、幹のかなりの部分が枯死して白骨がむき出しになったような姿になっても一部の辺材が生きていれば生育するため、昔から厳しい自然をイメージさせる盆栽に珍重されてきました。
　材は赤みがかって木目も美しいため家具や床柱に利用されます。
　また、ビャクシンは梨に発生する赤星病菌の宿主となるため、梨の産地の自治体では条例でビャクシンの植栽を規制しているところもあります。
１０　来迎寺(らいごうじ)のいぶき
樹　 高：１４ｍ　　　幹周り：４．７ｍ　
樹　 齢：５００年　　指定年:昭和５６年６月１日
所在地：松原市丹南３丁目１－２２
交　 通：近鉄南大阪線｢河内松原｣駅から、近鉄バス
　　　　　｢余部｣行き｢丹南｣下車、西へ徒歩４００ｍ
　見事な天然の造形美です。イブキの幹はねじれながら大きくなっていきます。その姿の力強さと美しさは、出会った瞬間、時間がとまったかのような気がします。
１１ 西教寺(さいきょうじ)のいぶき
樹　高：１０ｍ　　　　　幹周り：３ｍ　　
樹　齢：５～６００年　　指定年：平成５年１１月２４日
所在地：和泉市幸２－２５０
交　通：ＪＲ阪和線｢信太山｣駅下車、北東へ徒歩９００ｍ
　ねじれた樹皮、大きな瘤、緩やかな曲線を描きながら伸びていく幹。どこをとっても桁外れに面白い。そんな巨樹ですが、台風で枯れ枝が落下して、門の屋根瓦が割れたことがあります。人に当たったら大変ですからと枯れている枝を剪定し、大切に育てられています。
１２ 永福寺(えいふくじ)のびゃくしん
樹　高：　　　　　　幹周り：　　
樹　齢：８００年　　指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：忠岡町忠岡中１丁目
交　通：南海本線｢忠岡｣駅下車、北西へ徒歩４００ｍ
　推定樹齢８００年といわれる5本のビャクシンが指定されています。さすがこれだけの巨樹が集まって境内に趣を添えている姿は圧巻です。どの株も元気に枝を伸ばし、その先に小さく饅頭のような形で葉がまとまっています。
１３ 山直大島邸(やまだいおおしまてい)のびゃくしん
樹　高：１２ｍ　　　幹周り：３．５ｍ　
樹　齢：８００年　　指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：岸和田市包近町
交　通：南海本線｢岸和田｣駅から、南海ウイングバス｢牛滝
　　　　山･白原車庫｣行き｢包近｣下車、西へ徒歩２５０ｍ
　このビャクシンは大きな邸宅の庭から聳え立っています。やや離れたところから眺める樹形の美しさは圧巻です。所有者はこの樹を誇りに思い、毎年手入れをしながら大切に守ってこられました。府内のビャクシンの中では稀にみる巨樹で、180年前余り前に暴風雨で倒れたにもかかわらず、再び起こされて、今も元気に育っています。
イスノキ
　イスノキはマンサク科イスノキ属の常緑高木で、ユスノキ、ヒョンノキとも呼ばれる照葉樹林の重要な構成種です。関東以西の本州、四国、九州、南西諸島、済州島、台湾、中国南部に分布します。
　樹皮は灰褐色で、葉は厚く卵形で光沢があります。春には葉の根元に小さな花を密集して咲かせますが、花弁はなく赤く見えるのは雄しべの葯です。実は細かな毛におおわれたラグビーボールのような形で、熟すと二つに裂けて艶のある黒い種子を落とします。
　葉にはアブラムシの仲間の寄生によって虫えいという虫こぶがたくさん発生します。これをひょんの実と呼びますが、大きなものは成虫が出た後の穴を笛のように吹いて遊ぶことができます。ひょんの実にはタンニンが豊富に含まれているため、草木染めの黒い染料に利用されたり、皮なめしに使われたりもしました。
　材はきわめて硬く丈夫なことから、家具や木刀に加工されます。特に、豪快さで鳴らす薩摩示現流の木刀がイスノキでつくられることは剣道界では有名な話です。建築材としては長期間風雨にさらしてから磨きあげたものを風蝕材といい、非常に高価な床柱になります。
１４ 北庄司邸(きたしょうじてい)のいすのき
樹　高：１５ｍ　　　幹周り：１．７ｍ　　
樹　齢：２００年　　指定年：昭和４８年３月３０日
所在地：泉佐野市日根野
交　通：JR阪和線｢日根野｣駅から、南海ウイングバス
　　　｢犬鳴山｣行き｢新道出｣下車、南東へ徒歩２００ｍ
　広い庭の西側にすくっと立っています。大切に育てられてきたことを思わせます。のびのびと枝を伸ばし、沢山の葉をつけ陽の光を浴びた葉は輝いて見えます。
オヒョウ
　オヒョウはニレ科ニレ属の落葉高木で、日本では主として北海道や東北の山地に自生しています。葉は卵形で先端がいくつかに分かれ、縁にはギザギザ（鋸歯）があり、両面に短い毛が密生しているのが特徴です。果実は幅の広い翼に種子がついた翼果(よくか)です。おひょうの語源は樺太白浦地方のアイヌがこの木の樹皮の名称として使っていたオピウ（apiw）だといわれています。
　北海道のアイヌはこの木をアッニ（at＝樹皮の繊維＋ni＝木）と呼び、樹皮の内側の丈夫な繊維を糸に加工して織った布をアットゥシ（attus）といいます。アットゥシはアイヌの重要な輸出・交易産品でもありました。伝承者は少なくなりましたが、現在も腰機という原始的な機織り具を使って織られています。
　高山住吉神社のおひょうは、大阪では唯一といわれており、その貴重さから指定されたものですが、古くから自生していたものか人為的に移植されたものかはわかりません。
１５ 高山住吉神社(たかやますみよしじんじゃ)のおひょう
樹　高：１５ｍ　　幹周り：０．７、１．１ｍ（２本）　　
樹　齢：不明　　　指定年：平成１３年２月２日
所在地：豊能町高山２２６
交　通：千里中央駅から、阪急バス｢余野｣方面行き
　　　　｢高山｣下車、北東へ徒歩５００ｍ
　標高450～500ｍの住吉神社の奥の社叢に二本のオヒョウの樹がありました。大阪にはオヒョウの樹はこの二本しかありませんでしたが、二年ほど前に、このうちの大きい方の一本が枯れ、幹が倒壊してしまいました。残されたもう一本の樹から挿し木をして次の世代のオヒョウの樹を育てる試みが始まっています。
カイドウ
　カイドウは中国原産のバラ科リンゴ属の耐寒性落葉低木から小高木で、ハナカイドウが標準和名です。カイドウの仲間のうち食用に改良されたものがリンゴで、鑑賞用に育種されたものがカイドウだといいます。そのためカイドウの小さな実も熟すと食べることができます。鑑賞用の品種としては古く、園芸用に改良された品種がいくつもありますが、中国でも原生種は見つかっていないようです。
　樹高は6～8mとあまり高くならず、灰褐色の樹皮はリンゴやサクラと同様若木のうちは皮目のある滑らかな肌ですが、老木になると亀裂やはがれが生じます。葉は縁に鋸歯のある卵形で、春にリンゴとよく似た径5cmほどの淡紅色の花を咲かせます。
　カイドウは中国では垂絲海棠といい、古来美人を例えるときに使われます。これは玄宗皇帝が酒に酔った楊貴妃のなまめかしい様をほめる言葉としてカイドウを引き合いに出した故事によるものです。
１６ 弘川寺(ひろかわでら)のかいどう
樹　高：６ｍ　　　　　幹周り：０．６５ｍ　
樹　齢：２００年余　　指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：河南町大字弘川
交　通：近鉄長野線｢富田林｣駅から、金剛バス｢河内｣
　　　　行き終点下車、北東へ徒歩３００ｍ
この樹種としては極めて大きいと評価されています。治療の痕跡が残る幹の根元は細くやや痛々しげにみえますが、春になるとたくさんの美しい花を咲かせます。
カクレミノ
　カクレミノはウコギ科カクレミノ属の常緑小高木で、東北南部から四国、九州、南西諸島に分布します。照葉樹林の林床のやや暗いところでも生育する丈夫な木です。
　樹皮は灰褐色でたくさんの皮目が見られ、艶のある葉が枝先に密生します。ごく幼い稚樹の間の葉は卵型ですが、幼樹になると切れ込みの深いヤツデの葉のような形になり、成長すると切れ込みの浅い2裂、3裂の葉と卵形の葉が1本の木に混在するようになります。盛夏から秋にかけて花枝の先に毬状に集まった薄緑色の小さな花を咲かせます。果実は1年以上かけて成熟するため1本の木に花と実の両方が見られることもあります。熟した実は黒紫色で先端に雌しべの花柱が残っており、直径8㎜ほどの大きめの種子がはいっています。大きな種子や切れ込みの深い幼葉は暗い林内で発芽したりより多くの日光を取り入れる必要のある初期の生存に有利なように適応した結果だといわれています。
　庭木や鉢植えとして鑑賞用にされることも多い木ですが、樹液に漆と同じウルシオールを含むためかぶれることがあるので注意が必要です。かつては漆器の製作に使われたこともありました。
１７ 菅原神社(すがわらじんじゃ)のカクレミノ
樹　高：１４ｍ　　幹周り：１．６５ｍ　　
樹　齢：不明　　　指定年：平成１７年１月２１日
所在地：貝塚市大川４８５－１
交　通：水間鉄道｢水間観音｣駅から、貝塚市はーもにー
　　　　ばす｢黄バス｣線｢大川｣下車、南へ徒歩８００ｍ
貝塚市の山林の中にカクレミノの巨樹があります。この樹は内陸部の山地では珍しく、これだけの巨樹であることも貴重なものだといえます。
　周りには多くの雑木があり、静かで、穏やかな雰囲気がただよっています。
カシ
　カシはブナ科コナラ属の常緑樹の総称で、アカガシ、シラカシ、ウバメガシ、イチイガシなどが含まれますが、ブナ科マテバシイ属のシリブカガシなどドングリのなる木は、俗称としてはカシの仲間に入ります。アカガシ亜属のアカガシやシラカシは高木になりますが、コナラ亜属のウバメガシなどは中・低木です。
　中国では初期の稲作を行っていた遺跡で大量のドングリが発掘されており、日本でも縄文時代にはあく抜きの技法が確立されていて、栗や栃の実と並ぶ重要な食糧であったことが知られています。
　ウバメガシは生垣や防風林として植えられるほか、アカガシやシラカシの材は緻密で堅く折れにくいため、農具や工具の柄、武具などに加工されます。しなやかな性質を持ったイチイガシは、縄文時代や弥生時代には弓として利用されました。また、備長炭のような上質の炭にもなることから、古くから人間とのかかわりの深い木です。
１８ 岬住吉神社(みさきすみよしじんじゃ)のうばめがし社叢(しゃそう)
樹　高：　　　　　幹周り：０．９～１．５ｍ　
樹　齢：社叢林　　指定年：昭和45年２月20日
所在地：岬町大字小島
交　通：南海多奈川線｢多奈川｣駅から、ミニループバス
　　　　｢小島住吉｣行き終点下車、北へ徒歩300ｍ
大阪府最南端、海を臨む住吉崎の海食崖の上に神社があります。その神社の社叢として保護されているのがこのウバメガシ群です。海風にさらされるという厳しい環境の中でも長い年月を生き抜き、幹周り1.5ｍとなるまでに育っている樹もあります。地域全体にわたって広がるウバメガシの社叢は府下では稀有な存在です。
１９ 美多弥神社(みたみじんじゃ)の しりぶかがし社叢(しゃそう)
樹　 高：　　　　　　　　幹周り：　　
樹　 齢：社叢林　　　指定年：昭和４８年３月３０日
所在地：堺市鴨谷台１丁４９－１
交   通：泉北高速鉄道｢光明池｣駅下車、東へ徒歩１．６ｋｍ
　美多弥神社のシリブカガシ社叢は、ニュータウン建設が進められた泉北丘陵地域において、古い林の姿をとどめる貴重な場所です。秋になると、その名の由来であるお尻のところがくぼんだドングリが次々と樹から落下する音が林にこだまし、都会の喧騒を忘れさせてくれます。
２０ 天王(てんのう)のあかがし
樹　 高：１８ｍ　　　　　　　 　幹周り：５．２ｍ　
樹　 齢：４００から５００年　指定年：昭和５８年５月２日
所在地：能勢町天王９４
交　 通：能勢電鉄｢山下｣駅から、阪急バス｢能勢の郷｣
　　　　　　行き｢砂原橋｣下車、北へ徒歩７ｋｍ
　国道173号線（綾部街道）の天王峠のトンネルの手前から天王神社の旧境内へ登る石段のわきの看板を目印に、今は小さな祠だけが残る雑木林に足を踏み入れると、二本のアカガシの巨樹がそびえ立ち、なんとも神聖な雰囲気が漂っています。一本のアカガシは三本の幹が融合したもので、幹の下部に空洞があるものの、その樹だけで照葉樹林の雄大さと優しさを体現しています。
カヤ
　カヤはイチイ科カヤ属の常緑高木で、九州、四国、本州中南部と朝鮮半島に分布します。
　樹皮は灰褐色で縦に裂ける性質があります。葉は扁平な線形で先が鋭く尖っており、枝にらせん状につきます。開花期は初夏で、翌年の秋ごろ薄緑色の果皮に包まれた実が熟します。
　成長が遅く長寿なため材は緻密で耐久性があり、赤みがかった芯材はいい艶が出るため彫刻や細工物に使われるとともに最高級の碁盤や将棋盤として利用されています。奈良時代には高級官僚の持つ笏(しゃく)がカヤ材だったことから一位がイチイの語源になったという説もあります。
　強い弾力を持つ主枝は古代には弓に加工されました。三叉対生の側枝は真ん中の1本を切り落として両脇の2本を輪状に曲げ、アユ釣りなどに使うカヤダモという高級な手網（たも）の柄になりますが、同様の使用例は弥生時代までさかのぼることができます。
　種子はあくをぬいて食用にもされますが、漢方では「榧実（ひじつ）」という虫下しの薬になります。
２１ 藤井邸(ふじいてい)のかや
樹　 高：１５ｍ　　　幹周り：３ｍ　
樹　 齢：不明　　　 指定年：昭和４８年３月３０日
所在地：堺市津久野３丁２０７３
交　 通：JR阪和線｢津久野｣駅下車、北へ徒歩３００ｍ
　主屋の裏側で、壁を押し倒しそうな勢いで元気に育っています。樹高15ｍにも及ぶこのカヤの枝は家の屋根を覆っているかのようです。秋になるとカヤの実をたくさん落としてくれます。子供のころに食べた味、今ではなんとなく懐かしい味になってしまったかもしれませんね。
２２ 長野神社(ながのじんじゃ)のかやのき
樹　 高：１７ｍ　　幹周り：４ｍ　
樹　 齢：不明　　 指定年：昭和４７年３月３１日
所在地：河内長野市長野町８－１９
交　 通：近鉄・南海｢河内長野｣駅下車、南西へ徒歩２５０ｍ
　長野神社の境内には、クス・ケヤキ・ヤマモモ・マキ・イチョウなどの大木が緑豊かで静かな空間を作り出しています。神社の外から見るとひとつの別世界のようです。このカヤノキは雌株ですから、秋にその実を探すのもいいかもしれません。
　カヤは針葉樹のうち特に進化したものとして植物学的に価値の高いものであること、わが国にのみ自生する樹木であること、府下最大のカヤであることなどが指定理由です。
カツラ
カツラは日本各地、朝鮮半島、中国に分布するカツラ科カツラ属の落葉高木で、株立ちすることが多く、葉はハート形の円形で秋には薄紅色から黄色に紅葉します。雌雄別株で、初夏に葉の根元に小さな赤い花を咲かせます。
　漢字の桂は中国では「月にある高い理想を現す木」で、モクセイがこれにあたりますが、日本や朝鮮半島では古くから混同されています。カツラの紅葉が甘い香りを放つことから、取り違えてこの字をあてたのかもしれません。万葉集には、月に住む桂男を詠んだという「目には見て手にはとらへぬ月の内の桂のごとき妹をいかにせむ」という歌が残されていますが、平安時代以降には「桂男の君」は在原業平に代表される美男へのほめ言葉になっています。
　材は香りがよく耐久性にも優れていることから、建築材や家具に用いられ、碁盤や将棋盤もカツラ材が最高級とされています。また、香りのよさと汚れに強いことから街路樹として植えられることも多くなっています。
２３ 出灰素盞鳴神社(いずりはすさのおじんじゃ)のカツラ
樹　 高：２８．７ｍ 　　幹周り：３．５ｍ　　
樹　 齢：　　　　　　　 指定年：平成１４年１月２９日
所在地：高槻市大字出灰小字堂の前
交   通：JR｢高槻｣駅から、高槻市営バス｢樫田校前｣
            方面行き｢出灰｣下車、北へ徒歩３００ｍ
　神社は高槻市の北部の流谷川左岸に位置します。境内入口の鳥居横にカツラはあり、大中小10本の幹があつまり、株立状に並びたちます。川沿いの湿気の多い環境で、ヒトの背の高さまで樹皮にコケが生えます。当地はかつて京都府域に属し、市町村合併する昭和33年まで京都府指定の天然記念物でした。
ギンモクセイ
　ギンモクセイはモクセイ科モクセイ目の常緑小高木で、東北南部から九州に分布します。キンモクセイはギンモクセイの変種で、単にモクセイというときはギンモクセイを指します。中国原産で中国名は「桂花」です。
　雌雄異株で、樹皮は灰褐色で縦に亀裂が生じますが、この様子がサイの皮膚に似ていることが木犀の名の由来だともいわれます。葉は鈍い艶のある先のとがった卵形で細かい鋸歯があり、秋に白い小さな花をたくさん咲かせますが、香りはキンモクセイほど強くありません。翌年の春黒っぽい実が熟しますが、植栽されているものの大半が雄木であるため見かけることはまれです。
　花の香りがよいことからキンモクセイ同様公園の植栽や庭木によく使われますが、巨樹と呼ぶまでに大きく育ったものは全国的に見ても多くありません。
　漢方では花を乾燥させたものが「桂花」という生薬で、お茶とブレンドしたりします。おもに香りを楽しむものですが、低血圧の改善や健胃効果も認められています。
２４ 蔭涼寺(いんりょうじ)のぎんもくせい　府
樹　 高：３ｍ　　　　　　　 　枝張り：約９．７ｍ　　
樹　 齢：江戸から寛文　  指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：和泉市尾井町３３７
交   通：JR阪和線｢和泉府中｣駅から、南海バス
　｢鶴山団地｣行き｢鶴山台４丁目｣下車、南へ徒歩８００ｍ
　ほぼ同形のこんもりしたギンモクセイが二株あり、その間を通ってお堂に向います。寺内にはキンモクセイも植えられており、こんもりとした小山のようです。秋に訪れると、あたり一面に花の香りが漂っています。これらの木々
は寛文年間（1661～1672年）、寺を開創した時に植えられたと言い伝えられており、それが正しければ300年以上生き続けていることになります。
クスノキ
　クスノキは主に本州の関東地方以西、九州、四国に分布するクスノキ科の常緑高木です。大きく枝が伸び、こんもりと丸くなるのが特徴です。樹皮は、焦茶色で、縦に多くの亀裂が入り、荒々しい感じがします。葉は明るい緑色で、葉の表面に蝋質の膜層をもっているため、それが太陽の光を反射し輝いて見えます。葉の周囲はやや波打っていますが、鋸歯（ぎざぎざ）はありません。春の５～６月にかけて、薄い黄緑色の花を咲かせます。秋には黒く丸い実がなります。
　クスは神社やお寺の境内によく見られるほか、環境の変化に強く、明るい色合いのために、街路樹や公園の樹木としても好んで使われており、私たちに馴染み深い樹木です。
　クスはまた、大変大きく育つ樹木としても知られています。その理由としていくつかのことが考えられています。まず、クスの木そのものが長生きをする木だということです。長寿であるがゆえに長い年月をかけてどんどん大きくなっていきます。人はそのクスを見て、「楠学問」「楠長者」という言葉で表現しました。日々気づかなくとも少しずつ積み重ねたもの、毎日毎日積み上げたものは驚くばかりのものとなるというたとえです。またクスの木がもつ香り（樟脳）は他の植物の発芽や成長を抑えるという働きがあります。枝は四方に張り出して伸びボリュームがあるので、樹下には陽光が差し込みにくく暗くなります。そのために他の樹木が発芽しにくくなるというのも巨樹になる理由の一つと考えられています。
　大阪府内の天然記念物で最も多いのはクスで、神社やお寺の境内などで長年に渡って大切に守られてきたクスには、幹回り３m以上、高さ２０m以上、枝の広がりが直径３０m以上のものもあり、クスは巨樹巨木の代表と言えます。
２５ 薫蓋(くんがい)クス　国
樹　 高：２４．４ｍ 　 幹周り：１１．１２ｍ　　
樹　 齢：１０００年　指定年：昭和１３年５月３０日
所在地：門真市三ツ島1374
交　 通：地下鉄長堀鶴見緑地線｢門真南｣下車、北東へ
　　　　　　徒歩８００ｍ
この大クスはその名のとおり、三島神社を守る傘のように枝を広げています。遠目にもすぐにそれとわかる大きさですが、近づくと圧倒的な存在感を感じます。
　ご神木でもあるこのクスを守るための氏子さんたちの集まりが「薫蓋樟保存会」です。年に一度の総会は、神社の清掃から始まり、クスの管理や保護の方法を樹木医から教えてもらいます。
　総会のあとの食事会では「この木には大きな穴があって、子どもの頃はよくここでかくれんぼした。」「白蛇も住んでるんやて」と、変わらない巨樹への思いが口々に語られます。人々が心を寄せる場所、巨樹に体現された永遠性がここにあります。「薫蓋樟保存会」の長年の功績は平成23（2011年）に知事表彰に輝きました。
２６ 須賀神社(すがじんじゃ)のくす　府
樹 　高：２５ｍ　　　 　幹周り：６．１ｍ　
樹　 齢：９００年　　　指定年：昭和５３年８月４日
所在地：茨木市鮎川２丁目６－４５
交　 通：阪急京都線｢茨木市｣駅から、｢枚方市駅｣方面
             行き｢学園前｣下車、北へ徒歩７００ｍ
このクスは現在、900年の生を閉じようとしています。地元では、その悲しみを口にします。しかし、樹木医は言います。悲しむことはないのだ、力強く生きてきたこの樹に感謝すればいいのだと。そして長く生きてきたこの樹に敬意をはらい、蘇生への最後の望みを託して木への負担を軽くするために上の方を切断します。ただ忘れてならないのはこの木が枯れていこうとする原因の一つが、気候変動による雨量の増加と周辺環境の変化による水はけの悪さであるということです。
２７　神田天満宮(かんだてんまんぐう)のくすのき　府
樹 　高：３３ｍ　　　 　幹周り：１０ｍ
樹　 齢：１０００年　　指定年：昭和４６年３月３１日
所在地：寝屋川市上神田2丁目２－２
交 　通：京阪本線｢萱島｣駅から、京阪バス｢寝屋川市駅｣
　　　　　　行き｢上神田｣下車、西へ徒歩２００ｍ　
　本殿東にあり、市内一番の名木で、千年楠と呼ばれています。根元から幹が分かれていますが、北側の二本は枯れてすでに切断されています。平地に植えられ、風あたりが強いにも関わらず、樹幹が高く伸びて大木になっているのはめずらしいです。
２８ 四條畷楠正行墓(しじょうなわてくすのきまさつらぼ)のくす　府
樹　 高：２０ｍ　 　　幹周り：７．５ｍ　　枝張り：４０ｍ　
樹 　齢：５００年　　指定年：昭和４６年３月３１日
所在地：四條畷市雁屋南町５６２番地
交　 通：JR片町線｢四條畷｣駅下車、北西へ徒歩４００ｍ
言い伝えでは、天正年間（1573～1592年）、山城の某がここに来てクスの若木を植え、これが成長して巨樹になったといわれています。東西南北四方に広がる枝張りは直径にして20ｍに及びます。墓に壮厳さをもたらし、この地の巨樹として有名であったことが指定理由です。
２９ 稗島(ひえじま)のくす　府
樹　 高：１０ｍ　　　幹周り：７ｍ　
樹 　齢：４００年　　指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：門真市稗島
交　 通：地下鉄長堀鶴見緑地線｢門真南｣駅下車、北へ
　　　　　　徒歩５００ｍ
　古川西岸に接して、見事なこんもりした樹冠の影を川に映しています。地元の人にはそれぞれお気に入りのビューポイントがあるようです。ある人が「ここから見るクスが一番美しい」と教えてくれました。
３０ 須賀神社跡(すがじんじゃあと)のくす　府
樹　 高：３０ｍ　　　　 幹周り：５ｍ　
樹　 齢：６００年　　　指定年：昭和５６年６月１日
所在地：大阪市東淀川区西淡路４丁目17
交 　通：JR京都線｢東淀川｣駅下車、北東へ徒歩５００ｍ
　かつて須賀神社の境内でしたが現在は大阪市の公園です。一本の幹から、上方５ｍで三本の枝が分かれて広がります。四条畷合戦の楠木正行軍の敗残兵が当地にたどりつき、主君をしのんで苗を植えたとの伝えがあります。
３１ 寶龍寺(ほうりゅうじ)のくす　府
樹　 高：１５ｍ　　　　　　　　　 幹周り：３．８ｍ　
樹 　齢：４００年～５００年　 指定年：昭和５６年６月１日
所在地：大阪市旭区今市１丁目９－２５
交　 通：京阪本線｢滝井｣駅下車、西へ徒歩６００ｍ
　寶龍寺には府指定のくすの巨樹が４本あります。境内には大木が生い茂り、まるで深い森のようです。大阪市内の町なかにあるにも関わらず境内の夏の気温は周囲より２～３度低く、冬は冷風から守られ、ぬくもりさえ感じさせます。
３２ 阿遅速雄神社(あちはやおじんじゃ)のくす　府
樹　 高：１５ｍ　　　  幹周り：５．８ｍ　
樹 　齢：1000年　   指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：大阪市鶴見区放出東３丁目３１－１８
交　 通：JR学研都市線｢放出｣駅下車、東へ徒歩３００ｍ
　このくすは大正時代の落雷で主幹の三分の二を失いましたが、残った部分は元気に枝を伸ばし、周囲から抜きん出ています。樹齢1000年とも言われており、境内に壮厳な趣を添えています。
３３ 旭神社(あさひじんじゃ)のくす　府
樹 　高：２０ｍ　　　　 　幹周り：２．５ｍ　
樹　 齢：６００年　　　　指定年：昭和５６年６月１日
所在地:大阪市平野区加美正覚寺１丁目１７－３０
交 　通: JR大和路線｢平野｣駅下車、東へ徒歩７００ｍ
旭神社のご神木としてクス二本、イチョウ一本、ムク二本があり、それぞれの一本ずつが府指定天然記念物です。　いずれもが巨樹で、広い境内に点在しています。
３４ 法楽寺(ほうらくじ)のくす　府
樹 　高：２６ｍ　　　 幹周り：８ｍ　
樹　 齢：７５０年　　指定年：昭和５６年６月1日
所在地：大阪市東住吉区山坂１丁目８８
交　 通：JR阪和線｢南田辺｣駅下車、東へ徒歩２００ｍ
　町中ににょっきりと飛び出す樹冠は樹勢が旺盛で、周辺の空気を清浄にしてくれています。境内にある三重の塔と高さを競っているかのようです。
３５ 杭全神社(くまたじんじゃ)のくす　府
樹　 高：        　　  幹周り：７ｍ
樹 　齢：不明　　　指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：大阪市平野区平野宮町２丁目１
交　 通：JR大和路線｢平野｣駅下車、南東へ徒歩６００ｍ
巨樹の周囲には荘重な雰囲気がただよっています。クスは大きく育ち、丈夫で長生きする樹種ですが、それでもこのクスの前に立つと、この木が生きてきたすさまじいまでの年月を感じます。主幹には空洞が見られますが、根元から３ｍで六本の太枝が別れ、それぞれが大きく元気に葉を茂らせています。
３６　玉祖神社(たまおやじんじゃ)のくす　府
樹　 高：　　　 　  　幹周り：８ｍ　
樹 　齢：不明　　　指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：八尾市神立５丁目９３
交　 通：近鉄信貴線｢服部川｣駅下車、北東へ徒歩２㎞
　生駒山麓の西側、民家が並ぶ狭い道から神社に向う石段を一歩一歩登っていくと、大きなクスが出迎えてくれます。標高約180ｍにあるこの神社の境内からは、八尾市・東大阪市の町並みが一望できます。府下の名木として指定されたクスは、ゆったりとした場所で思うままに枝を伸ばして呼吸しているかのようです。
３７ 渋川神社(しぶかわじんじゃ)のくす　府
樹 　高：１６ｍ　　　幹周り：６．８ｍ　　
樹　 齢：不明　　　指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：八尾市植松町３丁目12
交　 通：JR大和路線｢八尾｣駅下車、南へ徒歩２５０ｍ
　このクスは、境内に多くある巨樹のなかでも飛び抜けた存在感を示しています。他の樹木も決して中低木ではありません。それでも威風堂々とした姿は、何百年もの年月を生き続けてきた力強さを感じます。
３８ 善光寺(ぜんこうじ)のくす　府
樹　 高：２４ｍ　                  幹周り：６．４ｍ
樹 　齢：７００年～８００年　指定年  ：昭和４５年２月２０日
所在地：八尾市垣内４丁目４１
交　 通：近鉄信貴線｢信貴山口｣駅下車、南西へ徒歩１．１㎞
　玉祖神社のクスと同様、生駒西麓標高３０ｍのところにあります。境内いっぱいにひろがるこのクスは、どこまでも伸びていこうとしているかのようです。高いところにある仏殿の前から周囲を見下ろすクスはそれ一本で、まるで森のようです。
３９ 石神社(いわじんじゃ)のくす　府
樹　 高：２６ｍ　　　　　　　　　 幹周り：６．２ｍ　
樹 　齢：７００年～８００年　指定年：昭和５３年８月４日
所在地：柏原市大平寺２丁目190
交　 通：近鉄大阪線｢安堂｣駅下車、北東へ徒歩６００ｍ
　住宅が建ち並ぶ街中から石神社に向かう参道を歩いていくとすぐに、このクスが目に飛び込んできます。のびのびと枝を広げ、ゆったりと心地よさげに育っています。
４０ 壺井八幡宮(つぼいはちまんぐう)のくす　府
樹　 高：２４ｍ　　 幹周り：５．８ｍ　
樹 　齢：不明　　  指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：羽曳野市壺井６０５－２
交　 通：近鉄南大阪線｢上ノ太子｣駅下車、西へ徒歩１．５㎞
　丘陵地のあるこのクスは東側が崖になっており、枝張りは他と比べて大きくないのですが、それでも三方に伸びた枝葉はゆったりと風に吹かれ、心地よい音をたてています。南河内を代表するクスの名木として指定されています。
４１ 鎌田邸(かまたてい)のくす　府
樹　 高：２４．５ｍ　　幹周り：５ｍ　　
樹　 齢：２５０年　指定年：昭和４９年３月２９日
所在地：太子町春日１７７１
交 　通：近鉄南大阪線｢上ノ太子｣駅から、金剛バス
　　　　　｢喜志駅前｣行き｢六枚橋｣下車、北へ徒歩３００ｍ
　鎌田邸の庭で、力強く根を張って元気に育っています。樹冠は気球のようにこんもりと丸く、どの家の屋根よりも高くそびえています。
４２ 岡中鎮守社(おかなかちんじゅしゃ)のくす　府
幹周り：８.２ｍ　　　　枝張り：南北約２０ｍ、東西約３０ｍ　
樹　 齢：７００年　　　指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：泉南市信達岡中６１８
交　 通：JR阪和線｢和泉鳥取｣駅から、北東へ徒歩１．４㎞
　根元近くの主幹は、三本の樹が融合して楕円形です。地上３ｍでその三本の幹がそれぞれに枝幹となって伸び、大きく枝葉を茂らせています。ゆったりとした敷地と穏やかな気候の中で静かに心地よさそうに育っています。
４３ 百舌鳥(もず)のくす　府
樹　 高：１５ｍ　　　　　幹周り：９ｍ　　
樹　 齢：1000年　　　指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：堺市北区中百舌鳥町
交　 通：南海高野線｢中百舌鳥｣駅下車、西へ徒歩３００ｍ
　昭和２５年のジェーン台風によって枝が、大きく損傷を受けました。主幹には大きな空洞があって、化石になっているかのようです。それでも地上から３ｍのところで七本に別れた太枝は、今なお葉を付け生い茂っています。
４４ 松尾寺(まつおでら)のくす　府
樹 　高：３８ｍ　　　 　幹周り：１０ｍ　
樹　 齢：７００年　　　指定年：昭和４８年３月３０日
所在地：和泉市松尾寺町１４０２
交 　通：泉北高速｢和泉中央｣駅から、南海バス｢松尾寺｣下車すぐ
　境内の入口、松尾寺のバス停のすぐ近くにあります。多くの大木が残るこの地域にあってひときわ目立つこのクスは、さすが天然記念物と思わせる存在感です。松尾寺ではこのクスの他に、ヤマモモも府の天然記念物に指定されています。
４５　北庄司邸(きたしょうじてい)のくす　府
樹 　高：３０ｍ　　　　幹周り：４．８ｍ　　
樹 　齢：３００年　　　指定年：昭和４８年３月３０日
所在地：泉佐野市日根野
交　 通：JR阪和線｢日根野｣駅から、南海ウイングバス
　　　　　｢犬鳴山｣行き｢新道出｣下車、南東へ徒歩200ｍ
　広いお庭で大切に保護されています。樹勢が衰えたことから数年前に治療がおこなわれましたが、環境もよく、今では元気にのびのびと育っています。邸宅の外からでも十分にその姿を眺めることができます。
４６ 百舌鳥八幡宮(もずはちまんぐう)のくす　府
樹 　高：３０ｍ　　　幹周り：５ｍ　　枝張り：３０ｍ　　
樹　 齢：３００年～５００年　 指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：堺市北区百舌鳥赤畑町５丁７０６
交　 通：JR阪和線｢百舌鳥｣下車、南東へ徒歩９００ｍ
　本宮のご神木として崇敬されています。枝張り30ｍにもなる雄大な樹形は府下でもめずらしいものです。なんとも美しく、巨木でありながら、優しささえ感じられます。
４７ 船守神社(ふなもりじんじゃ)のくす　府
樹 　高：２５ｍ　　　　　　　　　 幹周り：１０ｍ　　
樹 　齢：４００年～５００年　　指定年：昭和48年３月30日
所在地：岬町淡輪４４０２
交 　通：南海本線｢淡輪｣駅下車、西へ徒歩７００ｍ
　町中に突如として出現するいくつかのこんもりした樹冠が、森をつくっているかのようです。それもそのはず、このクスの幹は四本が融合してそれぞれが思い思いの方向に枝を伸ばしています。泉南地域の代表的なクスの一つです。
クワ
　クワはクワ科クワ属の落葉高木で、古来カイコの餌として重要な作物でした。カイコが食べるのは日本原産種のヤマグワで、養蚕のために作り出された改良種がいくつかあります。クワという名は「蚕葉（こば）」という古語が転訛したものといわれます。
　樹皮は灰褐色で、葉には切れ込みのような荒い鋸歯があります。春に小さな白い花が房状に集まった花を咲かせ、初夏にキイチゴのような小さな粒がたくさん集まった黒紫色の甘い実を実らせます。クワの実を「どどめ」と呼ぶ方言があり、「どどめ色」はここから来ました。
　天蚕という貴重な絹糸はヤママユガという野生のカイコガが作る「山蚕（やまこ）」というまゆからとる糸で、皇后さまが宮中で飼育されておられることでも知られています。古代中国で養蚕に適するように改良されたものがカイコ（飼い蚕）になりました。
　クワ材は硬く木目が緻密で狂いが少ないため弥生時代から容器などに使われてきました。硬い木目が鋸のようになることから石包丁と同じ用途の木製穂摘み具もヤマグワ材で作られています。古代以降も指物や楽器の製作に使われ、正倉院に伝わる琵琶や阮咸にもクワ材が使われています。
　葉は利尿、解熱効果のある「桑白皮（そうはくひ）」という生薬になり、お茶にして飲用しますが、近年血圧や血糖値を抑制する効果も認められて注目されています。
４８ 左近邸(さこんてい)の桑(くわ)の木　府
樹 　高：１３ｍ　　　　　　　　　　幹周り：１．８ｍ　　
樹 　齢：４００年～５００年　　 指定年：昭和５７年３月３１日
所在地：河内長野市滝畑
交　 通：近鉄・南海｢河内長野｣駅から、南海バス｢滝畑
　　　　　　ダム｣行き｢夕月橋｣下車、南へ徒歩８００ｍ
　滝畑ダムの南端、標高320ｍのどかな山村にある国指定重要文化財左近家住宅の玄関前の庭に、樹高13ｍにもなる桑の巨樹が育っています。その樹の下ではたくさんの桑の木が大きくなろうと上を目指しています。
クロガネモチ
　クロガネモチはモチノキ科モチノキ属の常緑高木で、本州中南部、四国、九州、南西諸島、台湾、中国南部、東南アジアに分布する照葉樹林の構成種です。
　雌雄異株で、幹はまっすぐに育ち、樹皮は滑らかです。葉は光沢のある卵形で、若い枝は黒紫色を呈することが名前の由来です。常緑樹ですが、春の新芽の時期にいっせいに葉を落とします。春に縁がピンクがかった薄緑色の小さな花を咲かせ、雌株は秋に真っ赤な丸い小さな実をたくさんつけます。この実のなった姿が美しいため庭木としてよく植えられます。また、大気汚染や排気ガスなどに強いことから街路樹としても植栽されます。
　樹皮にはゴムのような粘りのある成分が含まれており、かつてはこれを搗(つ)いてとりもちを作っていました。葉は熱を加えた部分がしばらくすると黒く変色する性質があるため、線香などで絵や字を描いて遊んだ経験を持つ人もいるでしょう。
　漢方では樹皮や根皮に止血、鎮痛効果があることが認められています。
４９藤井邸(ふじいてい)のくろがねもち　府
樹　 高：１５ｍ　　  幹周り：２．６９ｍ　
樹　 齢：不明　　　指定年：昭和48年３月30日
所在地：堺市津久野３丁2073
交　 通：JR阪和線｢津久野｣駅下車、北へ徒歩300ｍ
　藤井邸の庭には２本の府指定天然記念物があります。その１本がこのクロガネモチで、広い斜面の下方で多くの樹木に囲まれて、ひときわ大きいのがこの樹です。斜面の下側は駐車場になっており、そこから見上げた姿は圧巻です。このクロガネモチは雄株です。
５０ 方違神社(ほうちがいじんじゃ)のくろがねもち　府
樹　 高：１０ｍ　　幹周り：３．５ｍ　　
樹　 齢：不明　　指定年：昭和48年3月30日
所在地：堺市堺区三国丘町３丁
交　 通：南海高野線｢堺東｣駅下車、北西へ徒歩500ｍ
　現在堺市道になっている方違神社のかつての参道があった歩道敷に、倒壊防止の鋼鉄の支柱に支えられるようにして立っています。樹勢の衰えを救うために、ここ数年継続的な治療が行われています。内部は空洞になり、樹高もかつてに比べて小さくなってはいますが、初冬にはたくさんの赤い実をつけてくれます。
ケヤキ
　ケヤキはニレ科ケヤキ属の落葉高木で、北海道を除く日本全国と東アジアの一部に分布する落葉広葉樹林の重要な構成種です。寿命が長く樹齢1000年以上、樹高25m以上の巨木になることもあり、国や都道府県などの天然記念物に指定されている個体数が多いこともよく知られています。灰褐色の樹皮は多くの皮目があり、成長するとはがれ落ちることがあります。葉は先のとがった細長い卵形で鋸歯があり、秋にはきれいな赤や黄色に紅葉します。葉が出る前の4月から5月ごろに枝先に密集した赤っぽい小さな花を咲かせ、秋にはソバの実を丸くしたような種子が実ります。樹形は樹冠が大きく丸く広がる美しい姿で、落葉後の姿も端正なことから、庭木や街路樹としてよく植えられています。
　材は木目が美しく、磨きあげると素晴らしい艶が出ます。堅牢で耐久性があるため高級家具や建築材として珍重されています。雨にさらされても丈夫なため、旧家の長屋門の扉や神輿、だんじりなど総ケヤキ造りの豪華なものもよく見られます。
　ケヤキは古語では「槻（ツキ）」「槻木（ツキノキ）」というため高槻市の樹木に指定されています。万葉集には槻木を詠んだ歌がいくつかあり、幼子を残して先立った妻を偲んで柿本人麻呂が詠んだ「うつそみと思ひし時に取り持ちてわがふたり見し走り出の堤に立てる槻木のこちごちの枝の春の葉のしげきがごとく思へりし妹にはあれど」で始まる悲しい長歌がよく知られています。
５１ 野間(のま)の大(おお)けやき　国
樹　 高：３３ｍ　  　幹周り：１０．７５ｍ　　
樹　 齢：　　　　　　指定年：昭和２３年１月１４日
所在地：能勢町大字野間稲地266
交　 通：能勢電鉄妙見口駅から、阪急バス奥田橋・能勢町
　　　　　　宿野方面行き｢本滝口｣下車、西へ徒歩５００ｍ
　のどかな田園風景が広がる地域の中に、わが国でも屈指のケヤキが一本保存されています。周囲に柵が設けられていますが、その周りをまわると、すべての表情をみることができます。
サイカチ
　サイカチはマメ目ジャケツイバラ科（マメ科とも）サイカチ目の落葉高木で、もっとも原始的なマメの仲間です。日本固有種で、本州中部地方以西から四国、九州に分布し、木の寿命はそれほどありませんがまれに樹齢数百年になる老木もあります。
　幹はまっすぐ伸び、枝分かれした鋭いとげがたくさん生えています。葉は長い葉柄に長楕円形の小さな葉が10対前後互生し、初夏に淡い黄緑色の花を咲かせます。秋に30cmほどの長さの曲がりくねった莢に1cmぐらいの種子がいくつも入った実が成ります。
　サイカチは有用性が高く、昔から里山でも大切にされてきました。莢(さや)にはサポニンが多く含まれており、つぶして水でもむと泡と粘りが出ることから石鹸として利用されてきました。特に傷みやすい草木染めの絹織物を洗うには最適だといわれています。また、豆の仲間ですから新芽や若葉は食べることもできます。
　中国に分布する近縁種のシナサイカチは昔から漢方薬として珍重されており、日本のサイカチにも同様の薬効があるといわれます。豆の莢は皁莢（そうきょう）と呼び、去痰、利尿剤になりますし、とげは皁角刺（そうかくし）、種は皁角子（そうかくし）で、ともに腫れものの解毒剤になります。
５２ 光善寺(こうぜんじ)のさいかち　府
樹　 高：１２ｍ　　　　　　　　　 幹周り：２．５ｍ　　
樹　 齢：２００年～２５０年　　指定年：昭和５０年３月３１日
所在地：枚方市出口２丁目８－１３
交　 通：京阪本線｢光善寺｣駅下車、北西へ徒歩1㎞
　光善寺境内の伽藍から外れた北端にあります。通常、さいかちは夏に淡黄緑色の花をつけますが、本樹は、うすい紫色のめずらしい花をつけます。室町時代に蓮如上人が当地で説法した際、美女に扮した大蛇が、功徳を得て昇天できるお礼にと、大蛇が住んでいた池を御堂をつくるために提供しました。この大池の脇のさいかちの木から美女が昇天したという、龍女伝説が伝えられています。
サクラ
　サクラはバラ科サクラ属の落葉広葉樹の総称で、日本原産種はヤマザクラ、オオシマザクラ、エドヒガンなど9種が知られています
　ソメイヨシノなどの鑑賞用品種の寿命は比較的短いのですが、エドヒガンは長寿で知られ、樹齢千年を超えるといわれるような巨木はほとんどがこの種です。
　昔から人とのかかわりが深く、和歌や文学作品にもよく登場します。日本人の桜好きは世界に類をみないほどで、人為的に作り出された鑑賞用品種を含めると大変な数の品種があり、世界中で栽培されている鑑賞用品種の大半は日本で生まれたものです。
　材としての利用は多くありませんが、ヤマザクラの若木の樹皮は丈夫なため古来曲物を綴じたり、道具を結束したりするのにつかわれています。木材は耐久性は低いかわりに柔らかな風合いと落ち着いた赤みがかった色が好まれ、家具や食器などに加工されます。また、サクラのチップは燻製を作る際の薫煙材として最もポピュラーなものです。
初夏の味覚サクランボは中国原産のシナミザクラから品種改良されたもので様々な品種を楽しむことができます。
５３ 慈眼院(じげんいん)の姥桜

(うばざくら)　府
樹　 高：　　　　　　　　　　 幹周り：３ｍ　　
樹　 齢：４００年以上　　 指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：泉佐野市日根野６２６
交　 通：JR阪和線｢日根野｣駅から、南海バスウイング
　　　　　　バス｢犬鳴山｣行｢東上｣下車すぐ。
　慈眼寺所蔵の元禄3年（1690年）の古図に描かれている桜の古木です。幹の内部は空洞になっていますが、春になると美しい花を咲かせます。地上３ｍのところに新たな幹が伸びており、この幹もすでに100年から150年経っていると見られています。
５４ 若樫(わかがし)のサクラ　府
樹　 高：８ｍ　　 　　　幹周り：２．２ｍ　　
樹　 齢：１００年　　　指定年：平成１７年１月２１日
所在地：和泉市若樫町
交　 通：泉北高速｢和泉中央｣駅から、南海バス｢若樫｣
　　　　　　行き終点下車、東へ徒歩５００ｍ
　泉州地域では数少ないシダレサクラで、個人所有の樹です。大きく立派なこの樹の見事な花を愛でようと、春になると多くの花見客が訪れます。この樹を大切にお世話してこられた所有者のご母堂はもうその花を見ることはありません。こころなしかサクラも元気がないと、所有者は心配しておられます。ご母堂を想う心がサクラの樹への思いと重なり、花の美しさはそのままに人の心の美しさを映しだしています。
サザンカ
　サザンカはツバキ属ですがツバキとは異なる種で分布も葉や花もよく似ていますが、秋から冬にかけて薄いピンクや赤い花を咲かせる点でツバキとは異なります。最も大きな違いは花びらが一枚ずつバラバラに散るという点です。（「つばき」についてはP28参照）
５５ 野中寺(やちゅうじ)のさざんか　府
樹　 高：５ｍ　　　　幹周り：１．６ｍ
樹　 齢：不明　　　指定年：昭和５６年６月１日
所在地：羽曳野市野々上５丁目９－２４
交　 通：近鉄南大阪線｢藤井寺｣駅から、近鉄バス行き
　　　　　　羽曳山住宅前方面行き｢野々上｣下車すぐ
　このサザンカの枝と枝はある部分で結合し、またその先へと伸びています。枝が結合することから縁結びのサザンカと呼ばれているようです。根元で二つに別れた幹の一つが近年花を付けなくなりました。大切に育ててきたサザンカが枯れてしまってはたいへんです。回復するためにできることをと樹木医と相談しながら治療や手入れの方法を探しています。
５６ 蓮光寺(れんこうじ)のさざんか　府
樹　 高：８ｍ　　　　　　　　　　　幹周り：１．２ｍ　　
樹　 齢：１５０年～２００年　　 指定年：昭和５０年３月３１日
所在地：大阪狭山市東野中２丁目987
交　 通：南海高野線｢狭山｣駅下車、東へ徒歩１．１㎞
　蓮光寺の境内にあるサザンカです。幹はかつて腐食し、治療・補修を受けていますが、樹勢は盛んです。大きく伸びた太い枝を濃い緑の葉が覆う姿は力強さを感じさせますが、初冬には美しい桃色の花をつけ、樹の表情が艶やかに一変します。
シイ
　シイはブナ科シイ属の常緑高木で、照葉樹林の代表的構成種です。温暖な気候を好むため主として関東以西に分布しています。巨樹に育ちやすく、樹冠の丸いこんもりした姿になります。小さめの葉は先のとがった卵形で、実はかしのドングリのような「帽子」はなく、熟すと全体を包む「包」が裂けて黒い実が出てきます。生でも食べられるため縄文時代から重要な食物資源として親しまれてきました。軽く煎ると香ばしくほのかな甘みがあるため、現在もおやつにして食べている地域があります。
　シイタケはシイなどのブナ科の樹木に寄生するキノコで、日本には古くから自生していました。現在は広く栽培が行われており、原木栽培ではクヌギやコナラの原木（ホダ木）に菌を植え付けたシイの木の木片（駒木）を打ち込む方法が確立しています。中国、韓国をはじめヨーロッパでも栽培されており、イギリスやフランスでもshii-takeの名で流通しています。
５７　春日神社(かすがじんじゃ)のしいの社叢(しゃそう)　府
樹 　高：１０～１５ｍ　　幹周り：４ｍ　　
樹　 齢：４００年　　　指定年：昭和５６年６月１日
所在地:寝屋川市国松町２０－４
交   通:京阪本線｢寝屋川市｣駅から、京阪バス｢三井
　　　　　　団地｣き｢国松北口｣下車、南東へ徒歩４００ｍ
　樹高10～15ｍで幹周り４ｍ程度のシイの巨木が、社殿をとりかこむように群生しています。住宅地のなかにうっそうとした神社景観をつくりだしています。
５８ 若宮神社(わかみやじんじゃ)のしい　府
樹　 高：２０ｍ　　　　　　　　　 幹周り：３．９ｍ　　
樹 　齢：４００年～５００年　　指定年：昭和４９年３月２９日
所在地:能勢町能勢町倉垣６２７
交　 通:能勢電鉄｢妙見口｣駅から、阪急バス奥田橋・
　　　　　 能勢町宿野方面行き｢倉垣｣下車すぐ
　古くからある能勢町倉垣の集落のほぼ中心にあり、狭い通りから一本道の先に鳥居が見えます。この樹は、途中でばっさり切られ、幹の根元には病害虫による空洞が残っています。倒木防止の強固な鉄製の支柱に支えられてはいますが、枝を伸ばして、今もこの樹は生きています。
５９　八坂神社(やさかじんじゃ)のしい　府
樹　 高：１５ｍ　　　　　　　　　　　幹周り：５ｍ　
樹　 齢：４００年から５００年　　 指定年：昭和４９年３月２９日
所在地：能勢町長谷古野１１７
交　 通:能勢電鉄｢山下｣駅から阪急バス７３・７６系統
　　　　　｢森上｣下車、西へ徒歩３．５㎞
能勢町長谷の集落の中に八坂神社があります。鳥居の下から山道（右側）に入り歩くこと約10分。森の中にひと目でそれとわかる巨樹がそびえています。人と出会うことのまれな寂しい山道、でも、この樹に出会えてよかったと思わせてくれる巨樹です。
スギ
　スギはヒノキ科スギ属の常緑高木で、日本の原生種で、屋久スギに代表されるように長寿でも知られています。まっすぐに育つ性質で加工性にも優れていることから、最もポピュラーな建築材として広く植林されており、一説には国土面積の12％をスギ林が占めているということです。
　スギの語源には、まっすぐに育つことからきた「直木（すぐき）」という説と、横にはびこらないことからきた「進木（すすぎ）」という2説があります。
　針のようにとがった葉が枝に密生し、円錐形の美しい姿をしています。そして春先に小さな球形の花を一斉に開花させます。強風がふくと美しい樹形そのままに薄いオレンジ色の花粉が飛散するのが見られます。この大量の花粉が現代では花粉症の原因となり社会問題化しています。この花粉症に人々が悩まされるようになったのは戦後のことであり、たかだか50年です。多くの人に恨みをかっているスギ花粉ですが、この50年、花粉が変化したのではなく、私たちの社会が変化した結果だということをスギのために弁明したい気もします。褐色の樹皮は縦に裂ける性質があり、ヒノキの樹皮と同様屋根葺き材として利用されてきました。
　材は生育条件によって質が異なりますが、乾燥すると軽く、耐久性もあることから建築材として広く利用されており、北山杉のように若木の木肌の美しさを生かして書院建築や茶室建築に使われるなど、高級木材としても利用されています。また、水に強いことから、古代より船材としても活用されています。さらに、乾燥した葉の粉末は線香の材料になるなど、古来人とのつながりが深い木でもあります。
６０　大沢(おおさわ)のすぎ　府
樹　 高：２０ｍ　　　　幹周り：６．７ｍ　　　枝張り：３２ｍ　
樹 　齢：８００年　　　指定年：昭和５１年３月３１日
所在地：島本町大沢５９
交 　通：JR｢高槻｣駅から、高槻市営バス｢川久保｣行き
　　　　　　終点下車、北東へ徒歩３.２㎞
　島本町の北部大沢集落の東の山腹斜面にあります。山道入口には看板が立っています。すぎは直立する性質を持ちますが、本樹は、根元と地表から４ｍの位置でそれぞれ、おおきな枝を延ばします。枝張りは最大17ｍにもおよび、府内で稀にみる巨樹です。根を踏みつけると樹木に悪影響があるため、柵がめぐらされ保護が図られています。
６１　金剛寺(こんごうじ)のすぎ　府
樹 　高：３０ｍ　　　 幹周り：５．２ｍ　　
樹　 齢：５００年　　指定年：昭和４８年３月３０日
所在地:河内長野市天野９９６
交　 通:近鉄・南海｢河内長野｣駅から南海バス｢サイクル   
            センター･光明池駅｣方面行き｢天野山｣下車すぐ
　金剛寺境内の北東隅にあり、境内林は文化庁が設定した「ふるさと文化財の森」になっています。その森の入口で多くの樹木の中でも抜きん出た存在感を持つ一本のスギが、天高く伸びています。スリムで直線的な幹と、がっしりした足元の根の力強さが、対照的です。
ソテツ
ソテツは裸子植物ソテツ科ソテツ属の常緑低木で、熱帯から亜熱帯に分布するソテツ類のうち日本に自生する唯一の種です。ソテツ類は古生代から中生代に繁栄した植物の生き残りで、生きた化石と呼ばれます。日本では南西諸島や南九州に自生地があります。鉄分を補給すると元気になるという伝承から「蘇鉄」の字があてられ、幹に釘が打ち込まれているものをよく見かけます。幹は太く枝分かれはほとんどしません。葉は葉柄に細い線状葉がたくさん付く羽状で、幹の先端にまとまってつきます。成長は遅く、幹が伸びるにつれて葉を落とすため幹の表面は落葉痕で埋まっています。雌雄異株で花は幹の先端に咲きます。花粉が雌花に入るとそこで精子が作られて受精し新芽を出します。
　赤っぽい実は有毒ですがデンプン質に富むため、奄美群島や沖縄では長時間水にさらすなど毒抜きをして救荒食として利用されたこともありますし、現在も麹菌によって解毒した蘇鉄味噌をラードで炒めたアンダンスーというなめ味噌が作られています。また、幹からデンプンを採取する方法もありますが、常食しているグアムなどでは中毒により筋委縮性側索硬化症や痴呆症など難病の発生が報告されています。一方漢方では止血、解毒、腎機能回復などの薬効も認められています。
６２ 妙国寺(みょうこくじ)のそてつ　国
樹　 高：　　　　  　幹周り：　　
樹 　齢：　　　　　　指定年：大正１３年１２月９日
所在地:堺市堺区材木町東４－１－４
交 　通：阪堺電軌｢妙国寺｣下車、南東へ徒歩３５０ｍ
妙国寺客殿の庭前にあります。妙国寺は別名ソテツ寺とも言われ、客殿前とは別の庭園にも多くのソテツの木が植えられています。江戸後期に書かれた『摂津名所図会』には、「大枝22本、小枝78本、総囲り25尺、高さ20余尺、枝葉６・７間、一面青色ですいらんがことし」と、その大きさが記されています。数百年を生きてきたこのソテツの樹勢を回復するために平成20（2008）年から４カ年にわたって保護増殖事業が行われた結果、今も元気に育ち続けています。
　近年、ソテツの新芽を食い荒らす南方原産のクロマダラソテツシジミが本樹周辺でも確認されました。この蝶の被害を防ぐための対策が今後も続けられていきます。
６３ 踞尾(つくのお)のそてつ　府
樹　 高：　　　　　　　幹周り：　　
樹　 齢：６００年　　指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：堺市西区津久野
交 　通：JR阪和線｢津久野｣駅下車、北東へ徒歩２００ｍ
　個人宅の庭にある大きなソテツです。所有者は古代の渡来氏族・船氏の後裔といわれ、祖先がソテツを持ち帰って植えたという伝承があります。残念ながら親株は枯れましたが、太い枝九本が伸び、地面をおおう様は見事なものです。
ツツジ
　ツツジはツツジ科ツツジ属の半常緑低木の総称ですが、ドウダンツツジはドウダンツツジ属という別種です。日本ではツツジと区別されるサツキやシャクナゲは逆に同じツツジ属の植物です。たくさんの園芸品種があり、春には色とりどりのラッパ型の花を多くつけるため庭木やの公園の植栽として親しまれています。それだけに、市町村の花になっている例も多く、府内では堺市、富田林市、柏原市、摂津市、交野市、大阪狭山市、岬町で市、町の花に指定されています。
　漢字では躑躅という難しい字をあてますが、中国では「躊躇する」という意味があり、ツツジの中でも毒のある種を羊が食べることをためらうことからこういう字になったそうです。
　低木ですが寿命は長く、もっとも古いものは千年を超えるともいわれています。材は緻密で根付などの細工ものによく利用されました。
６４ 妙楽寺(みょうらくじ)のつつじ　府
樹　 高：３．５ｍ  　幹周り：０．２～０．４ｍ　　
樹　 齢：２００年　指定年：昭和５８年５月２日
所在地：守口市大久保町４－２５－８
交　 通:京阪本線｢古川橋｣駅から、京阪バス大久保団地
            行き｢大久保中央公園｣下車、東へ徒歩２００ｍ
　境内裏の一角に堂々とした姿で、まさに鎮座しています。周囲40cmにもなる主幹から16本の幹が分かれ、大きく広がる枝張りに色とりどりの花を咲かせる様子は圧巻です。品種は最も大きな花をつけるオオムラサキツツジで、ヒラドツツジの近縁種です。４月末から５月上旬に花を咲かせます。
ツバキ
　ツバキはツバキ科ツバキ属の常緑樹で、照葉樹林の代表的構成種です。一般にヤブツバキと呼ばれるのが日本原産種で、南西諸島から青森県まで分布していますが、東日本では温暖な地域にしか見られません。変種にユキツバキや侘（わび）助（すけ）などがあり、茶花として好まれたことから栽培種のはたくさんの品種があります。
　ツバキという和名は「厚葉木（あつばき）」あるいは「艶葉木（つやばき）」が転訛したものといわれます。また、椿という漢字は春に咲くことから日本で独自にあてられたもので、中国での本来の意味とは異なります。海柘榴という字もあてられますが、実の形が柘榴に似ているからで、正倉院御物には災いを払うという「海柘榴の卯杖」というものがあります。
　春まだ寒いうちから赤色や白色などの大きめの花を咲かせます。この花は花弁がつながったままぽとりと散る様子が首が落ちるさまを連想させるということで、病人の見舞いとしては忌避されます。
　材は硬く緻密で印材や将棋の駒、根付など細工物になります。炭も高級品とされ、きめが細かいことから特に漆器の研ぎ出しには無くてはならないものです。実から絞る油も高級品で、料理や髪油として利用されてきました。
６５　太子町栂井邸(たいしちょうとがいてい)の椿　府
樹　 高：２０ｍ　　　　　　　　　 幹周り：１．５ｍ
樹   齢：６００年～７００年　　指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：太子町
交　 通：近鉄長野線｢喜志｣駅から、金剛バス｢太子・
　　　　　　葉室回り｣行き｢御陵前｣下車、南東へ徒歩１．５㎞
個人所有の天然記念物です。淡いベージュ色の幹はなめらかで美しく、それに比して葉のつややかな緑が生命の力を感じさせます。真紅色の艶やかな花は、色のない冬にひときわ目をひきます。
６６ 春日神社(かすがじんじゃ)のつばき　府
樹　 高：１６ｍ　　　   幹周り：１．６ｍ　
樹　 齢：３００年　　  指定年：昭和４９年３月２９日
所在地：和泉市春木町９９２－１
交 　通：泉北高速｢和泉中央｣駅から、南海バス｢春木川・
　　　　　　若樫｣方面行き｢神社前｣下車、西へ徒歩４００ｍ
　平成22（2011）年、このツバキの枝数本が枯れてしまいました。その枝を切り、病気が進行しないように治療されました。この木を守っていきたいと地元の人たちは一生懸命です。元気な枝には淡いピンクの花が咲き上方向かって伸びています。
トチノキ
　トチノキはトチノキ科トチノキ属の落葉高木で、落葉広葉樹林の重要な構成種です。近縁種はアジア、ヨーロッパ、北米大陸に広く分布していて、パリの街路樹のマロニエは日本でもよく知られています。
　湿潤で肥沃な土壌を好み、主として東日本から東北に分布しますが、西日本でも山地でも山地に入ると見かけることができます。巨木に育ちやすく、灰色の樹皮には亀裂が入ってごつごつしています。長い葉柄の先に縁に鋸歯を持つ卵形の葉が5～7枚掌状に付き、初夏に小さな白い花が密集した房状の花を咲かせます。秋に実る球形の果実は分厚い皮に包まれており、中に栗の実をやや扁平にしたような種子がはいっています。
　材は薄い黄金色が美しく、きれいな木目が出るためカウンターやテーブルなど高級家具に使われます。種子はあく抜きに手間がかかりますが縄文時代以来近代でも山村の重要な食料資源であり、救荒食料として里山でもトチノキは大切にされてきたそうです。現代でも粉をもち米と一緒についたとち餅を作っている地域があります。また、花からは上質の蜂蜜がとれるため、昔から養蜂家にとって重要な蜜源になっています。
６７ 千早(ちはや)のトチノキ　府
樹 　高：２５ｍ　　 　 幹周り：４．３ｍ　　
樹　 齢：３００年　　 指定年：平成１３年２月２日
所在地：千早赤坂村大字千早
交　 通：近鉄・南海｢河内長野｣駅から、南海バス｢金剛
            山ロープウエイ前｣行き終点下車、北へ徒歩６００ｍ
　奈良県と大阪府の境にある霊峰金剛山。登山道のひとつである伏見林道の標高700ｍ付近の谷川沿いに、この見事なトチノキがあります。天に高く伸び、手のひらのような形をした大きな葉をもつトチノキは、登山者にとって格好の道しるべとして親しまれています。
ナギ
　ナギはマキ科ナギ属の常緑高木で、本州南岸、四国、九州、南西諸島、台湾、海南島など温暖な地域に分布しますが、本州のナギは古い時代に持ち込まれたものが定着したものであると考えられています。
　針葉樹ですが葉は広葉樹のような艶のある卵形で平行に葉脈が走ります。竹の葉に似ていることから一般的な「梛」以外に「竹柏」という字もあてられます。赤褐色の樹皮はうろこ状の亀裂が入ってはがれ落ちることがあります。雌雄異株で初夏に房状の小さな白い花を咲かせ、秋に粉をふいたような青っぽい丸い実が実ります。
ナギはナギラクトンという植物生育抑制物質を出すため、ナギの木の周辺では他の植物はよく育ちません。これを見た昔の人がナギには悪しきものを祓う力があると考えるようになったのかもしれません。古来熊野三山では神木とされ、ナギが凪に通じることから、その葉を漁師や旅人が海難除けや道中安全のお守りとして懐に入れたと伝えられています。また、枯れ葉でも横方向にちぎるには相当な力がいるほど丈夫なため、嫁ぐ女性が縁が切れないようにという願いを込めて鏡の裏にナギの葉を忍ばせる風習もあったそうです。
樹皮には大量のタンニンを含むため皮なめしや染料に利用され、最近では材から抽出した強い芳香を持つオイルがアロマセラピーに利用されています。
６８　信達神社(しんだちじんじゃ)のナギ　府
樹 　高：１９．５ｍ　　幹周り：２．５ｍ　　
樹　 齢：不明　　  　指定年：平成１５年１月３１日
所在地：泉南市信達金熊寺７９５
交　 通：JR阪和線｢和泉砂川｣駅から、さわやかバス山
             方面回り｢金熊寺｣下車、西へ徒歩２５０ｍ
　府内最大のナギの巨樹であるこの樹は、信達神社の御神木としてここに植えられ、大切に育てられてきたものです。悠々と枝を伸ばし、すこやかに育っています。
ハス
　ハスはスイレン目ハス科の多年生水生植物で、インド原産です。ハスという呼び名は花托の形から連想した「ハチス」が語源です。蓮華という言葉は仏教とともに伝来した古い用語で、古代寺院の軒瓦の紋様や仏像の台座に蓮華をモチーフにしたものが多く見られるなど、仏教と深く結び付いて親しまれてきました。「蓮は泥より出でて泥に染まらず」という成句はブッダの清らかさを称えたもので、古くヒンズー教の経典にそのルーツをたどることができます。
　ハスの葉は縁が波打った円形で撥水性があり、玉のようになった露がたまることから、この露で墨をすって七夕の短冊を書いた記憶のある人も多いでしょう。葉は水面より上に出るものが多く、同じ目のスイレンとは異なるところです。盛夏の早朝に白またはピンクの花を咲かせます。
　ハスの実は外皮が厚く非常に長い年月がたっても発芽することがあります。2,000年位前の弥生時代の遺跡から出土して発芽した「大賀ハス」や中尊寺金色堂の須弥壇から発見されて800年ぶりに発芽した「中尊寺ハス」などが有名です。
　地下茎（レンコン）はポピュラーな食材ですし、実も甘納豆などにして食べられます。葉は香りがよいことから食材を包んで蒸しものに利用したり、お茶の香りづけに使ったりもします。
６９　枚岡(ひらおか)の原始(げんし)ハス　府
樹 　高：         　　　　幹周り：　
樹　 齢：古代種　　　指定年：昭和４５年２月２０日
所在地:東大阪市善根寺町４－１１－３３
交　 通:近鉄けいはんな線｢新石切｣駅から、近鉄バス｢四條
             畷住道駅｣行き｢善根寺｣下車、北西へ徒歩７００ｍ
　河内平野の低地には、昔から原始的な形質を持つハスが自生していました。食用にならない大賀ハスの近縁種です。周辺の水田化が進んで絶滅しかかっていたものを、個人のお宅に移植して大切に残してきてくれたものです。可憐な花は心が洗われるようです。６～７月頃に花が咲きます。
ブナ
　ブナはブナ科ブナ属の落葉高木で、日本の亜高山の落葉広葉樹林の主要な構成種です。日本で作られた「橅」という漢字は使い道のない木という不名誉な意味だそうです。そのためスギやヒノキの植林のために伐採が進み、ブナの原生林は消滅寸前に追い込まれましたが、近年ブナ林の持つ優れた保水力が注目されるようになりました。世界自然遺産に登録されて一躍脚光を浴びた白神山地のブナ林などは地元の人たちによる地道な保存運動の結果残ったものです。本州中部以西では標高が1,000～1,500ｍの山地がブナ林帯となります。南限のブナ林は鹿児島県高隅山ですが、ここも1,000ｍを超える亜高山です。
　若木はしなやかで曲げに強いため、雪の多い山地では雪折れせずに幹が異様に曲がったまま成長したものもたくさん見かけます。
　葉は縁が波打った楕円形で、春に房状の黄色っぽい花を咲かせ、秋に柔らかなとげのある包に包まれた実がなります。包の中の種はソバの実のような形で脂肪分が多く、生で食べても甘みがあります。ただ、ブナの開花結実は非常に不安定で、豊作、不作のサイクルは5～10年ともいわれます。
　材は狂いが生じやすいうえに腐りやすいことから、薪炭材としての利用が主なものでしたが、現代では曲げに強い特性を生かし合板にして家具の脚などにも使われています。
　和泉葛城山のブナ林と妙見山のブナ林はともに寺社林として残されてきたもので、標高の低い太平洋側の山地では奇跡的に残ったものといえます。
７０　和泉葛城山(いずみかつらぎさん)のブナ林

(りん)　国
樹　 高：            　幹周り：　　
樹　 齢：　　　　　  指定年：大正１２年３月７日
所在地：岸和田市塔原町字葛城、貝塚市蕎原字葛城
交　 通：南海本線｢岸和田｣駅から、南海ウイングバス｢牛滝
           山｣行き終点下車、南へ徒歩７㎞（和泉葛城山頂付近）
　和歌山県と境を接する山頂付近に、ブナの原生林が広がっています。八大竜王社の社林として残されてきたこの森には、いかにも長い年月を生き抜いてきた風格のある巨木も見られます。ここは修験の山でもあり、林道の随所に町石が建っているのが印象的です。
７１ 妙見山(みょうけんさん)のぶな林

(りん)　府
幹周り:　０．５ｍ以上のぶな約４００本　　
樹　 齢：７００～８００年　 　指定年：昭和５８年５月２日
所在地：能勢町野間中３１６、３１７
交　 通：妙見リフト｢妙見山｣駅下車、北へ徒歩１㎞
　ブナ林は、摂津の古刹・能勢妙見山の山頂から南西にかけての斜面地に広がっています。山頂の標高はおよそ660ｍであり、かなり低い地域に生育するブナ林として西日本では貴重です。緑豊かなブナ林は参拝者や登山者を優しく迎え、その目を楽しませてくれます。
７２ 若山神社(わかやまじんじゃ)のツブライジイ林

(りん)　府
樹 　高：３２ｍ　 　　　　　　幹周り：４．２ｍ　
樹　 齢：２００年前後　　　指定年：平成１４年１月２９日
所在地:島本町大字広瀬１４９７
交  通：JR｢島本｣駅から、阪急バス｢若山台センター｣
　　　　　行き終点下車、西へ徒歩５００ｍ
　ツブライジイはシイ属ブナ科の常緑高木です。若山神社の鳥居から本殿奥にかけての参道周囲にある巨樹42本が府の天然記念物（植物）に指定されています。最も大きいものは、幹周り4.2ｍ、樹高32ｍに達します。
　古くから手入れや保護がなされてきたことから、巨樹の社叢が形作られたと思われます。
マキ
　コウヤマキはコウヤマキ科コウヤマキ属の樹木で、南東北から九州にかけて分布する1科1属1種の日本固有種です。ホンマキとも呼ばれ、総称としてのマキに含むマキ科のイヌマキなどは近縁種です。
　幹は縦方向の凹凸が生じ、樹皮は赤褐色から灰褐色で縦に裂ける性質を持っています。葉は細長い葉が2枚合着する珍しい形で先端がややくぼんでおり、枝先に密生して丸い樹冠を形成します。早春に開花し、実は細長い松ぼっくりのような形をしています。
　比較的手入れが容易で樹形が美しいことから庭木として人気があります。
　材は緻密で水に強く、高級な建築材になります。名の由来となった高野山では手厚く保護されてきて、紀州藩でも藩の用材と金剛峯寺の普請以外には伐採を禁じていました。また、高野山では若い枝先が仏花として用いられます。樹皮も水に強いことから和船や建築の漏水防止材として使われました。
　古代には棺材として珍重され、弥生時代の組合せ式木棺や前期古墳の丸木を刳り抜いた長大な割竹形木棺などコウヤマキ製のものがたくさん発見されています。
７３ 春日神社(かすがじんじゃ)のまき　府
樹　 高：１４ｍ　　　 幹周り：２．１ｍ　　
樹 　齢：２５０年　 　指定年：昭和４９年３月２９日
所在地：和泉市春木町９９２－１
交　 通：泉北高速｢和泉中央｣駅から、南海バス｢春木川・
　　　　　　若樫｣方面行き｢神社前｣下車、西へ徒歩４００ｍ
　上端が雷に打たれ、幹の半分は病気になったため、治療を受けています。それでも地面から顔を出している根は長く伸び、しっかりと葉をつけ、元気に育っています。秋にこのマキの木の実を男の子に食べさせると無病息災になるとの信仰があるそうです。
７４ 岡中鎮守社(おかなかちんじゅしゃ)のまき　府
樹 　高：１９．５ｍ  　　幹周り：２．４ｍ　　
樹　 齢：３００年　　　指定年：平成２年３月２日
所在地：泉南市大字岡中６１８
交 　通：JR阪和線｢和泉鳥取｣駅から、北東へ徒歩１．４㎞
　この鎮守社の広い境内林に存在した樹木が大正期の飢饉の時に売却され、人々を救いました。その時でもこのマキとクスノキの巨樹は地元の人たちが守り抜いたそうです。それほどまでに、これらの樹は心のよりどころだったのでしょう。樹形は非常に面白く、まっすぐに伸びた幹から直角に伸びた枝は、まるで両腕を伸ばして人々を抱きかかえているようです。
ムク
　ムクノキ（ムク）はニレ科ムクノキ属の落葉高木で、漢字では椋と書きます。成長が速いため巨樹になりやすい木です。東アジア一帯に広く分布しており、日本では関東以西の山地や平地で普通に見られます。成長するに従って灰褐色の樹皮には縦に亀裂が入り、老木になるとはがれ落ちることもあります。
　葉は卵形で縁はギザギザしており、表面に細かい毛が密生していて紙ヤスリのような手触りです。初夏に薄緑色の小さな花を咲かせ、秋には直径1cmほどの実をつけます。黒紫色に熟した実はとても甘く、ムクドリなどが好んで食べます。材はかたくしなやかですが耐久性は劣ります。
　ざらざらした葉は珪酸を多く含んでおり、トクサと同様昔は木製品や金属製品の磨きに使っていました。そのため木地師や鋳物師の工房近くにはわざわざムクノキを植えたものだといわれています。
７５ 枚方田中邸(ひらかたたなかてい)のむく　府
樹 　高：３３ｍ　　　　　　　　　幹周り：５ｍ　
樹　 齢：６００～７００年　　　指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：枚方市枚方上之町
交 　通：京阪本線｢枚方市｣駅下車、南西へ徒歩７００ｍ
　田中家は代々、河内鋳物師で、鋳物工場の建築は市内王仁公園に移築されて、府指定文化財に指定されています。ざらざらとした葉は鋳物製品の研磨に使われており、田中家の生業と深い関わりがあります。丘の斜面頂部に高くそびえ、府内におけるこの種の巨樹の完全な形を示しているとともに、金属加工のシンボルとして存在します。
７６ 旭神社(あさひじんじゃ)のむく　府
樹 　高：１８ｍ　　 　幹周り：１．９ｍ　　
樹　 齢：３００年　　指定年：昭和５６年６月１日
所在地：大阪市平野区加美正覚寺１丁目１７－３０
交　 通：JR大和路線｢平野｣駅下車、東へ徒歩７００ｍ
　旭神社にある二本のムクの樹は、一本が大阪府指定天然記念物で、もう一本が大阪市の保存樹に指定されています。どちらも春になると、やわらかい陽光のもと、輝くような新緑で身をまといます。秋から冬にかけては大量の葉が落ち、幹と枝だけになって、じっと寒さに耐えているかのようです。
７７ 行枩邸(ゆきまつてい)のむく　府
樹　 高：１５ｍ　　　 幹周り：２．５ｍ　　
樹 　齢：３００年　　 指定年：昭和５６年６月１日
所在地：貝塚市森
交　 通：水間鉄道｢森｣駅下車、西へ徒歩２００ｍ
　森駅近くの大型店舗の駐車場の上から眺めると、天に向かって豊かな枝ぶりを伸ばす樹全体を見ることができます。住宅街の中にあって行枩邸の庭は広く、大樹が生い茂り、自然の森があるかのようです。
７８ 拂殿座神社(はらいどのざじんじゃ)のむく　府
樹　 高：２５ｍ　　　　 幹周り：４．４ｍ　　
樹　 齢：２５０年　　　指定年：昭和４８年３月３０日
所在地：岬町淡輪４４０１
交　 通：南海本線｢淡輪｣駅下車、西へ徒歩８００ｍ
　かつてはご神木として守られていたと考えられるこのムクは、現在小さな祠とともにこの一本だけが狭い敷地の中に残っています。地元の人たちによって清掃、草刈などが行われており、大切に保護されています。倒壊防止のための支柱も立てられました。
モクゲンジ
　モクゲンジはムクロジ科モクゲンジ属の落葉高木で、中国が原産地です。日本では西日本の日本海側に多く分布しています。別名をセンダンバノボダイジュと呼びますが、これは葉の形がセンダンに似ていて硬い種を菩提樹と同様に数珠にするからだといいます。
　老木になると褐色の樹皮には縦方向の裂け目がはいります。葉は縁にギザギザのある卵形で、盛夏に黄色い小さな花をたくさん咲かせます。この花がはらはらと散る様子が金色の雨が降るようだということで英語ではゴールデン・レイン・トゥリーというロマンチックな名で呼ばれます。果実は3枚のハート形の皮に包まれた袋状で中は3室に分かれており、それぞれ１～2個の黒い種子がはいっています。また、この果実の形が中国燈籠に似ていることから、中国では燈籠樹という名がつけられています。
　緻密な材は細工物に、花は黄色の染料として利用されます。さらに、花には目薬の薬効成分があることも知られています。
モクゲンジの実
７９ 道明寺(どうみょうじ)のもくげんじ　府
樹　 高：６．６ｍ　  幹周り：０．７６ｍ　　
樹　 齢：不明　　　指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：藤井寺道明寺２丁目６２７
交　 通：近鉄南大阪線｢道明寺｣駅下車、西へ徒歩５００ｍ
　道明寺天満宮の境内の一角の中に、施錠され、大切に保護されています。案内してくれた禰宜の方が、「春には黄色の花が咲きとてもきれいですよ。この樹を守るために最近炭を根元に入れています。木が元気になりますよ。」と説明してくれました。秋にはたわわに実ったほおずきのような袋から黒い種が顔を出します。昔はこれで数珠をつくったのだということです。この数珠で念仏を唱えると極楽往生できるという話が謡曲「道明寺」に謡われています。
モミジ
　モミジはカエデ科カエデ目の落葉高木で、カエデはカエデ科の総称です。日本の代表的品種はイロハモミジで南東北以南の山野に自生する落葉広葉樹林の重要な構成種ですが、鑑賞用の栽培種も多く作りだされています。大阪では国指定名勝箕面山が古来紅葉の名所で、シーズンには多くの散策客でにぎわいます。
　漢字で紅葉と書くモミジという語は、古語で草木が色づいていく様を示す「もみつ・もみづ」という動詞が転訛したという説が一般的です。
　葉は深い切れ込みを持つ掌形で秋の鮮やかな紅葉を愛でる紅葉狩りは春のお花見と同様日本の風物詩となっています。初夏に小さなピンクの花をつけ、初冬のころに翼を持つ二つの種がくっついた翼果がくるくる回りながら風に舞う様子も風情があります。
　材は硬く木目が美しいうえに狂いも少ないことから建築で装飾的に使われたり、高級家具材として珍重されています。箕面山では塩漬け加工した葉に甘い衣をつけて揚げた紅葉のてんぷらが土産物として売られています。
　近縁種のメグスリノキには漢方で薬効が認められ、樹皮や葉の成分が点眼薬や飲み薬になります。カナダの国旗にデザインされているサトウカエデ（メイプルトゥリー）も近縁で、樹液からメイプルシロップが作られています。
８０ 延命寺(えんめいじ)の夕照(ゆうばえ)もみじ　府
樹 　高：９ｍ　　　　　　　　　　幹周り：４．５ｍ　　
樹　 齢：８００～１０００年　　指定年：昭和４５年２月２０日
所在地：河内長野市神ケ丘４９２
交　 通：南海高野線｢美加の台｣駅から、南海バス｢美加の台左・
             右回り｣行き｢神ケ丘口｣下車、北東へ徒歩９００ｍ
　延命寺境内は紅葉の名所でもあり、秋には多くの観光客を迎えています。もちろん春の新緑も美しく、四季折々に目と心を和ませてくれます。その中で、夕陽に映える姿が最も美しいからと夕照もみじと呼ばれるようになったのがこのモミジです。幹は太く、根元から二つに分かれ、いずれもが中は空洞、それぞれが別の方向へと伸びています。その姿は、一種、芸術的ともいえます。弘法大師の手植え伝説が残り、樹齢は800～1000年と伝えられ、府下における老木として指定されています。周囲の若々しい木々に劣らず、春になると元気に若葉を芽吹かせてくれます。
ヤマモモ
　ヤマモモは日本や中国が原産のヤマモモ目ヤマモモ科の常緑樹で、日本では関東以西の温暖な地域に分布します。山地の尾根や沿岸部に多くみられ、西日本の雑木林の重要な構成種となっています。楊梅、山桜桃などの異名があり、古来和歌などにも多く詠まれてきました。
　幹は太く育ち樹皮には楕円形の皮目や縦の亀裂が多く生じます。葉は若木のうちは不規則な鋸歯が出ることがありますが、成木になると長楕円形になります。雌雄異株で春に小さな赤い花をつけ、初夏に小さな突起がたくさんある赤黒い実をつけます。
　甘酸っぱい実は生食のほかジャムやジュースにも加工されます。タンニンの多い樹皮は楊梅皮という漢方薬になり、下痢止めや炎症薬に使われます。
　ヤマモモはやせた土地でもよく育つため、緑化目的の植樹や市街地の街路樹、海岸部でのいわゆる魚付き林に利用されることも多い樹木です。
８１ 尺代(しゃくだい)のやまもも　府
樹   高：１５ｍ　　　 　幹周り：３．５ｍ　　
樹　 齢：６００年　　　指定年：昭和５３年８月４日
所在地：島本町尺代小字尾玉
交  通：JR｢島本｣駅から阪急バス｢若山台センター｣
　　　　　　行き終点下車、北東へ徒歩８００ｍ＋山道２０分
８２ 松尾寺(まつおでら)のやまもも　府
樹　 高：１５ｍ　　　　　　　　　幹周り：２．５ｍ　
樹   齢：２００から２５０年　　指定年：昭和５０年３月３１日
所在地：和泉市松尾寺町
交   通：泉北高速｢和泉中央｣駅から、南海バス
             ｢松尾寺｣下車すぐ
　和泉の古刹である松尾寺にある生育のよい雄株の巨樹です。駐車場の脇、樹々が鬱蒼と繁る境内林の前にこのヤマモモはあり、参拝者をやさしく迎えてくれます。
指定解除された樹木
Ⅰ　善源寺荘のくすのき　府
樹　 高：２０ｍ　　　　　　幹周り：１０ｍ　
樹   齢：９００年　　　　　解除年：昭和50年３月31日
所在地：大阪市都島区善源寺町1-11-26
理　 由：戦災による火災で枯死
Ⅱ　富寿栄(ふすえ)の松　国
樹　 高：５ｍ　　　　　　幹周り：４ｍ　樹   齢：７００年
指定年：昭和12年12月　　　解除年：昭和43年
所在地：高槻市富田町4丁目4－27
理　 由：病害虫による松枯れ
Ⅲ　枚岡神社(ひらおかじんじゃ)のびゃくしん　府
樹　 高：２１ｍ　　幹周り：５．４ｍ　樹   齢：１３００年　　
指定年：昭和１３年５月１１日　解除年：昭和５０年３月３１日
所在地：東大阪市出雲井町
理　 由：台風による幹、枝等の破損
Ⅳ　香具波志神社(かぐわしじんじゃ)のくす　府
樹　 高：３０ｍ　　　　　　　　　 樹   齢：８００年　
指定年：昭和１３年５月２日　解除年：昭和４５年
所在地：大阪市西淀川区加島町
理　 由：公共工事により根が切断され衰弱
Ⅴ　柏原寺田邸(かしわらてらだてい)のうめ　府　（写真なし） 
樹　 高：         　　　　　　幹周り：　
樹   齢：             　　　　指定年：昭和１８年８月２３日
所在地：柏原市柏原７１９
理　 由：老衰のため
Ⅵ　光徳寺(こうとくじ)のうめ　府　（写真なし） 
樹　 高：３ｍ　　幹周り：０．４ｍ　樹   齢：１０００年
指定年：昭和１８年８月２３日　　　解除年：昭和４５年
所在地：柏原市雁多尾畑
理　 由：台風による枝折れ、倒木
Ⅶ　安威(あい)のふじ　府　（写真なし）
樹　 高：          　幹周り：             樹   齢：　　　　 　　　　　指定年：昭和１３年５月１１日　　　　解除年：
所在地：茨木市安威
理　 由：
附章　人と樹木～フランス人記者のレポート
2011年11月19日付け　ル・モンド紙
樹は大切な友
　さきごろ『樹木の正しい使い方－議員と国立行政学院出身の高級官吏に向けた木の一擁護論』(Actes Sud社)を出版した植物学者のフランシス・アレ氏が、“1本の木を僕にください。そしたら僕が世界を救いましょう”とわたし達に言うのです。アレ氏の提案をすんなり受け入れるとしましょう。まずは、どの木にしましょうか。1785年にブッフォンがパリ植物園の入り口に植えたプラタナスにしましょう。植えられてから一度も剪定されないままに226年がながれましたが、植物園を訪れる人たちは、あの大きな樹形を確かめることができます。
　ほかの多くの樹々についても同じことが言えるのですが、プラタナスは非常に長生きする樹だからです。アレ氏は明言します。「プラタナスは潜在的には死なないとさえ言えます。人間は老います。つまり、死ぬようにあらかじめ決められています。プラタナスは違います」。落葉したあと、春にふたたび命をふきかえし、みずみずしいゲノムを取り戻します。プラタナスは、不測の事態にみまわれたり、病気にかかったり、人間に攻撃されたりしなければ、何世紀も生きつづけるものです。植物学者のアレ氏は愉快そうに、「樹齢100年のプラタナスなんて短パンをはいたチビちゃんですよ」と、言います。アレ氏は、樹齢2000年のオリーブの樹がコートダジュールのロックブリュヌ＝カップ＝マルタンにあるのを知っているのです。
　樹がコロニーをつくることもつけ加えましょう。樹には雄株と雌株とがあって、あたりに実・種をまき散らしますが、また、根も広げて、そこから後世代の樹がはえてきます。だから、おなじ親株から生まれて、長い年月ともに生きてきた株たちに周りを取りかこまれて、100年も生き続けているプラタナスの樹々があるのであり、ユタ州には、1万年前から芽吹き続けるポプラがあり、カリフォルニア南部のモハーヴェ砂漠には、1万3000年前から生きながらえているメキシコハマビシ (レイラ属 )があり、タスマニアには4万3000年前から生き続けて、周囲1kmにわたって広がっている素晴らしいロマティアがあるのです。「動物としての人類の歴史が1本の樹の命の中におさめられているのです。それを思えば、わたし達はあらためて謙虚な気持ちになるのではないでしょうか」とフランシス・アレ氏は考えます。これが、木がわたし達にもたらしてくれる第一の恩恵かもしれない。
　もうひとつ、樹の驚くべきところは、じっと動かないままで自分の問題を解決してしまうことです。樹はよき市民なのです。美しい風景をつくりだしてくれますし、無口で、省エネで、静かで、さらに、勇敢なのです。樹は、陽の光、水、微量元素といったほんの少しのものがあればそれで十分で、そのうえ、さまざまな化学兵器を作り出して敵から逃れます。イチイは、ハツカネズミや昆虫を遠ざける分子を作り出します。さらに、こうすることで、効果的な抗がん剤のタキソールを人間に提供してくれます。よく知られているように、カバノキやハシバミやレモンも薬になります。
大気の浄化装置
　わたし達人間には2㎡ の皮膚面積がありますが、わたし達は樹の表面積を少なく見積もりすぎています。樹の表面積を計算するためには、葉一枚一枚の表と裏を測り、それに幹、枝、小枝、長く細い根と根毛の表面積を足さなければなりませんし、さらに樹皮のくぼみ部分を表面積にくわえることも忘れてはなりません。高さ 15mの広葉樹１本は、総面積が200haになり、モナコ一国の面積に相当します。濡れると重さは2倍になります。この表面全体が息づき、わたし達に呼吸をさせてくれるのです。
　「樹は光合成するので、温暖化対策におけるわたし達の最良の友なのだ」と、フランシス・アレ氏は考えます。どの樹についても言えることですが、ブッフォンが植えたプラタナスは、温室効果の原因となる二酸化炭素 (CO2) を大量に吸収するのです。樹が作り出す物質、つまり木部、根、葉、果実の20～50 ％は、CO2 からなっています。こうして、樹は息をすることによって大気を浄化します。樹は、二酸化炭素や、重金属、鉛、マンガン、工業煤煙、窒素酸化物、硫黄酸化物、オゾンといった都市の汚染物質を閉じ込めます。樹の内部の水分に溶けこませたのち、樹の中に蓄えます。それゆえに、長い間生きてきた樹々をできるだけ切らない方がよいのです。大きな樹であればあるほど、それだけいっそう大気を浄化してくれるのです。
　それと同時に、樹は酸素 すなわちO2を放出し、その酸素によってわたし達は生きることができます。ひとりの成人は1日当たり700 ｇのO2を、ということはつまり、年に255 kg のO2 を消費します。この同じ期間に、中ぐらいの大きさの樹は15～30 kgの酸素をつくり出します。したがって、１人の人間にきれいな空気を吸わせるためには10本ほどの樹が必要だということです。おまけに、樹は蒸発と蒸散をすることによって大気の湿度を高めますし、また涼しくしてもくれます。50㎡の森林があると、温度は3.5℃ 低くなり、湿度の量も50％ 増えます。葉むらのそよぎによって、とくに広葉樹の葉むらのそよぎによってマイナスイオンが放出されますが、マイナスイオンは健康と気分に良い影響をおよぼすと言われています。そのうえ、樹はおおくの有益な生物種を住まわせています。
　優秀な造園家であるパスカル・クリビエさんは、パリにあるリュクサンブール公園の上に住んでいます。クリビエさんが、樹々の赤っぽく染まったてっぺんを指して、「わたし達が目にするのは樹の半分だけです。地中の活動も、樹の根の大きさと力も、樹と共生して生きている生物種のことも想像がつきません。樹々がなければ、土質はたちまち悪くなって、二度と元に戻らないことを忘れています」と、言います。樹の、地中にあって目に見えないこの貢献が、18歳のパスカル・クリビエさんに、天職として造園家になることを選ばせました。理解し、植え、土を手入れしたいと思ったのでした。
　クリビエさんは、造園家となってから、節くれだった根のかたまりを画廊に展示しました。下生え、根、地下が菌類、地衣類、シダ類、着生植物、ミミズ、哺乳類の命をつないでくれていることを知らなければなりません。地中で根が何トンもの水を循環させて、葉に水を飲ませています。根全体の長さが枝全体の長さより長いことがよくあります。たとえば、リビアのツィジフス・ロツスは、高さが2mあるのに対して、根は深さ60mに達します。
　フランシス・アレ氏は、「人間は樹なしには生きられないはずなのに、いたるところで樹を危機にさらしています。その逆ではないのに…」と驚いています。国連は、2011年を国際森林年と宣言しました。樹々は、陸上の生物多様性の 50 % を守り、16億の人間に生活の糧を与えているのです。
　国連とREDD (＝森林の伐採と荒廃が原因で発生する CO2 量を減らすために、国連が計画した「森林減少・劣化からの温室効果ガス排出削減プロジェクト」)がおこなった調査によると、地球上の森林の半分が 20 世紀のあいだに破壊されました。そのために、2000 年から2005 年の間に、750 万haの熱帯林がなくなってしまいました。つまり、1日あたり2万haの熱帯林が消えたのです。調査の結果は、この熱帯林の伐採と破壊によって、排出されるCO2 の量が15～20 % 増えるということでした。燃やされたり、切り倒されたりすると、樹は閉じ込めていた炭素を放出するのです。
　それとは逆に、木を植えれば、21世紀の前半には、炭素の排出量の 15 % を相殺することができるであろうと国連は見ています。“僕は、ぼくの樫の樹をみすてた、卑劣漢みたいに”と、ジョルジュ・ブラッサンスは歌っていたっけ…
アスピリンから紙まで
　ひとりの都市の住人を例にとってみましょう。その人は、テラス席で、オリーブ油とレモン汁のかかった松の実入りサラダを味わって、つぎに、トリュフ入りオムレツとシャブリ1杯を注文するとする。デザートはポワール・ベルエレーヌにシナモンコーヒーを添える。食後酒には年代もののジンを少々。そのあと、アスピリンを１錠飲んで、ノートに使い捨てペンでメモを書きつける。いま、この人は15本の樹を使ったのです。座っている椅子にトネリコ1本、テーブルにニレ1本、オリーブ1本、ピニョンマツ1本、レモン1本、トリュフにカシ1本、シャブリ用樽にハリエンジュ (ニセアカシア) 1本、ナシ1本、カカオ1本、コーヒーノキ1本、シナモン1本、ビャクシン1本、アスピリン用にヤナギ1本、プラスチック用にトウゴマ、紙用にオウシュウアカマツ1本。わたし達は、これらの樹がなければ、生活を送れないことになるでしょう。
　都市もまた、生活できないでしょう。2011年10月は、「都市における木・森の国際月間」でした。この決定をしたのは国連食糧農業機関 （FAO） です。なにゆえに、都市の樹を守るのでしょうか。2030年には、地球上の人口の70 ％ が都市に住むようになるでしょう。それらの人たちに食料を供給しなければならなくなります。農村部だけでまかなうことはできなくなります。都市の中や都市の近郊での農業は、すでに、荒れ地やスラム街でおこなわれています。都市に住む貧しい住民が、木を植えたり野菜を栽培したりして、自分たちで食料を得ているのです。数年前から、FAO がこうした人たちを支援し、融資もしています。
　ヨーロッパでは、ブリュッセルが市中にある面積 5,000haのソワーニュの森を保護しています。チューリヒも同じことをしており、バルセロナは市周辺の森を保護するための指定をおこないましたし、ナントは市の入り口に1,400haにわたって植林することを決めています。「都市の中に樹があることは、土を守り、洪水を防ぎ、エネルギー源を手に入れ、健康によい食料を得るために不可欠なのです。樹は、都市をより快適にし、より涼しくしてくれます。わたしたちには、都市の中に森林を開発するためのしっかりした政策が必要なんです」と、FAO の専門家 ジュリアン・クスト氏は説明します。それに加えて、環境保護に力を入れている造園家のジル・クレモンさんは言います。「“家がさかんに建つのは景気がいい印”という、経済的な原則に支配されている世の中では、都市計画は高い評価を受けます。造園家なら、むしろ、“庭がさかんに造られるのは景気がいい印”と思うのではないでしょうか。なによりもまず、人々を食べさせることができなくてはなりません。」
　ドイツ銀行のムンバイ支店で共同支店長をつとめるインド人経済学者パヴァン・スクデフ氏は、「生態系と生物多様性の経済学（TEEB）」 の研究リーダーの1人です。フランスは少し前に、2010年10月に名古屋で開催された生物多様性条約締約国会議の議定書に署名しましたが、この会議において、生態系がもたらす恩恵を数値に換算してあらわしたのは、スクデフ氏です。　　
　スクデフ氏は、自然と自然破壊が経済的にどれくらいの値になるかを計算するわけです。100人の研究者がおこなった調査研究から3年がたった今、スクデフ氏は「驚くほど大きな値だ」と言います。今から2030年までに森林伐採のテンポを半分に落とせば、それによって、温暖化が原因で生じる費用から2億6,000万ユーロを減らすことができるはずです。 森、土、海域などの地球上のあらゆる生態系がだんだん破壊されていくと、毎年、1億3500万～3億1000万ユーロを損失することになります。パヴァン・スクデフ氏は、「このように、生態系の経済的なねうちが目にみえないということが、生態系の危機へとつながったのだ」と、説明します。
　パスカル・クリビエさんは造園家として、これらの数値を危惧(きぐ)しています。「1本の樹にはかけがえがありません。その樹がわたし達にもたらしてくれるものには、かけがえがないのです。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　訳者　矢部麗子
あとがき
　本書は大阪府内に存在する国および府指定天然記念物（植物）をまとめたものです。府内には国指定の天然記念物（植物）が４件、府指定のものは78件を数えます。本書が刊行される平成23（2011）年度は、いみじくも国連が定めた国際森林年。世界レベルで森林を疲弊させないよう、森林の成長量を超えない範囲での木材利用の重要性に対する認識を高めることを目的として定められたものです。いま世界では、気候変動を含め、環境やエネルギーなどの問題が、人類を含む多様な生命が生き続けていくための重要な課題となっています。
　森林は生きる糧を与えてくれるだけではなく、私たちに精神的な癒しや安堵感も与えてくれます。樹々の中に抱かれたときに感じる清涼な空気、それを吸いこむことで体内が活性化されるような感覚を味わった方も多いでしょう。さらに巨樹はそれ一本でヒトに感動を与えます。耳を寄せて木が水を吸い上げる音を聞いてみてください。掌をあててその温かさを感じてみてください。巨樹はそれ自体が積み上げてきた悠久の時に呼応した力強さや逞しさ、不要なものをそぎ落とした優雅さや美しさを持ちあわせています。ヒトより何倍も高く、大きく広がった枝の下で、その樹一本に庇護されているように感じるのは決して錯覚などではありません。
　わたしたちの国では天然記念物を指定する際の基準として11項目を設けています。
　（一） 名木、巨樹、老樹、畸形木、栽培植物の原木、　　　 並木、社叢
　（二） 代表的原始林、稀有の森林植物相
　（三） 代表的高山植物帯、特殊岩石地植物群落
　（四） 代表的な原野植物群落
　（五） 海岸及び沙地植物群落の代表的なもの
　（六） 泥炭形成植物の発生する地域の代表的なもの
　（七） 洞穴に自生する植物群落
　（ハ） 池泉、温泉、湖沼、河、海等の珍奇な水草類、      
            藻類、蘇苔類、微生物等の生ずる地域
　（九） 着生草木の著しく発生する岩石又は樹木
　（十） 著しい植物分布の限界地
　（十一） 著しい栽培植物の自生地
があげられています。
　これは日本に限ったことではなく、他国においても樹木の保護に関する様々な取組が行なわれています。たとえば、お隣り大韓民国では、指定基準として9項目を設けています。特徴的なものとしては、「韓国の自生植物として広く知られたものおよびその生育地」、「文化・民俗・鑑賞・科学等に関連する希少な植物であって、その保存を要するものおよびその生育地・自生地」、「生活文化等に関連して価値が高い人工樹林他」、「植物分布の境界となる場所」、「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約」第2条による自然遺産に該当する場所」その他が指定基準としてあげられています。
　中国では都市における古木・銘木の保護管理を目的とした規則が定められ、その規則でいう古木とは樹齢100年以上、銘木とは国内外で稀で且つ歴史的価値や記念碑的意義および重要な科学研究的価値を有する樹木をいうと定められています。古木・銘木の中でも等級が分かれており、日本でいう特別天然記念物にあたる一級古木銘木に指定されるものは樹齢300年以上と規定されています。
　フランスでは森林局が設けられ、保護対象は多くの場合国定公園や森林ですが、個別の樹木に対しては「巨樹」認定ラベルが与えられます。その基準として示されているのは、「大きさ（幹周り・樹高）」、「樹齢」、「形態」、「幹や葉の形、種の希少性」、「自国の環境的立地条件」、「植物学的な希少種」、「習俗・伝説の存在もしくは信仰の実践と結びついたもの」が記されています。
これらの指定基準を見てみると、大きく二つの考え方があることが分かります。一方は、種の希少性や生育環境、個体といった植物そのものの持つ価値を評価するものであり、もう一方は、自然のままの環境のみに限定せずに、人間が作った環境の中であっても、植物と人との関わりのなかに大きな意味を見出して評価するものであるということです。
　狭い国土にたくさんの人が暮らすわが国では、人跡未踏の地というのはまずありません。たとえ原生林といえども人とのかかわりは皆無ではないのです。森や巨樹・老木の多くは「運よく残った」のではありません。そこに人の意思が強く働いて「守られてきた」のだと言っていいでしょう。樹木と人は相互に守られ、育てられてきた関係にあります。そしてそこに存在する意味をひもといていけば、その地域の歴史や習俗が浮かびあがってきます。ある時代には境界としての役割をもったり、ある時には神の依代としてその地域のお祭りに欠かせないものであったりと、その樹を守りとおす必然性が人を動かしてきたものです。だからこそ、天然記念物の樹木はその地域にあること自体が重要なこととして評価されます。
　樹木と人とのかかわりは、言い換えるなら自然と文化とが経糸と緯糸のように織りなした歴史そのものだということができるでしょう。天然記念物の樹木はそういった歴史的な所産を実体として私たちに認識させるものであり、人が自然の中の一員として生きていくための知恵や知識を継承していくのに欠かせないものです。そこに天然記念物が文化財保護法で指定されている意味があるのだと思います。
　最後になりましたが、この冊子の作成にあたっては、真田俊秀氏より格別のご指導をいただきました。氏は府内の天然記念物をご自身で巡り、調べられ、我々の調査・活動にその成果を惜しげもなくご教示くださいました。記して感謝します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井西貴子）
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